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境
、
健
康
観
・
疾
病
観
を
無
視
し
芯

雑蓉
る
詩
歌
の
指
導
を
と
お
し
て
、
実
奇

（
１
）
（
２
）

枢
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

●
‐
１
１
奎
了
ｊ
Ｊ
、
Ｉ
洲
ｕ
１
Ｎ
、
ノ
必
陰
Ｋ
画
、
寿
到
こ
ふ
し
し
上
巽
、
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｌ
』

；

一
方
、
現
代
の
様
な
複
雑
な
社
会
で
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
健
康
観
や
疾
病
観
は
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
く
、
ま
た
、
先
端
的
な
医
学

研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
学
問
的
合
理
性
が
全
て
の
国
民
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
・
西
洋
に
発
し
た
現
代
医
学
は
、

明
治
以
降
、
口
本
に
定
着
し
、
わ
れ
わ
れ
が
行
な
っ
て
い
る
医
学
は
欧
米
の
医
学
と
何
ら
異
な
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
思
っ
て
き
た
。
だ
が
、

近
年
、
医
学
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
に
直
面
し
た
と
き
、
例
え
ば
、
臓
器
移
植
の
問
題
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、
欧
米

諸
国
と
我
が
国
民
の
医
療
並
び
に
身
体
に
対
す
る
認
識
に
は
微
妙
な
ズ
レ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
代
の
先
端
医
療
を
実

施
す
る
こ
と
へ
の
不
安
が
、
国
民
の
間
に
生
じ
、
医
学
の
将
来
に
対
す
る
期
待
感
に
欧
米
と
の
違
い
が
出
て
き
て
い
る
。

医
学
、
医
療
行
為
は
人
間
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
近
代
医
学
は
心
身
を
対
象
に
し
て
、
個
人
の
置
か
れ
た
社
会
的
環

、
健
康
観
・
疾
病
観
を
無
視
し
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
が
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
経
験
、
す
な
わ
ち
精
神
科
領
域
の
患
者
に
対
す

詩
歌
の
指
導
を
と
お
し
て
、
実
感
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
医
療
を
全
う
す
る
に
は
社
会
的
環
境
、
個
々
人
の
健
康
観
・
疾
病
観
を
無
視

､言咳

Iili

日
本
文
学
に
み
る
医
療
思
潮
の
歴
史
的
変
遷

Ｉ
疾
病
観
の
多
重
構
造
Ｉ

一
三
．

二
ｌ
－
ｒ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
五
巻
第
一
号

平
成
十
一
年
三
月
二
十
日
発
行大

星
光
史

平
成
十
年
九
川
三
日
受
付

平
成
十
年
十
川
二
十
六
日
受
理



匡
石
ま
た
我
々
の
祖
先
達
は
健
康
や
疾
病
を
ど
の
よ
う
に
捕
ら
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
服
部
敏
良
や
立
川
昭
二
ら
に
よ
る
歴
史
資

ｌ鐸
料
を
使
っ
た
先
行
研
究
も
い
く
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
文
学
作
品
を
体
系
的
な
調
査
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
。
文
学
作
品
は
そ

戸
司
り熱

れ
ぞ
れ
の
時
代
の
生
活
を
語
り
、
人
情
を
語
る
。
文
学
を
調
べ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
文
学
か
ら
そ
れ

誌
ぞ
れ
の
時
代
の
思
想
・
主
義
・
宗
教
・
政
治
・
風
俗
習
慣
等
を
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

雑学
こ
れ
ま
で
の
医
学
史
的
研
究
業
績
は
医
書
や
本
草
書
に
も
と
づ
い
た
学
問
の
発
達
史
が
主
流
で
あ
り
、
医
療
の
現
場
で
も
っ
と
も
重
要
な

史権
患
者
の
心
理
、
意
識
に
は
眼
を
向
け
た
研
究
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
す
で
に
拙
著
「
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
」
（
雄
潭
社
）

Ｈ
で
、
文
学
的
な
ら
び
に
歴
史
的
視
点
か
ら
国
民
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

本
稿
で
は
文
学
作
品
に
現
れ
た
各
時
代
の
医
療
思
潮
の
特
色
に
焦
点
を
あ
て
て
、
時
の
流
れ
に
よ
っ
て
変
遷
す
る
さ
ま
を
明
ら
か
に
し
た
。

そ
の
こ
と
は
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
疾
病
観
の
根
底
に
共
通
す
る
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
時
に
江
戸
時
代
の
医
師
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
医
師
と
患
者
の
相
互
の
意
識
を
調
査
し
て
、
現
代
日
本
の
医
師
患
者
関
係
に
お
け
る
深
層
心

理
の
原
点
は
い
か
な
る
も
の
か
を
求
め
た
。
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い
ま
や
医
学
が
進
歩
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
難
疾
魁
の
治
療
が
で
き
る
可
能
性
が
で
て
き
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
治
療
で
き
る

こ
と
は
す
べ
て
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
事
態
で
な
く
な
っ
て
い
る
。
生
殖
医
学
の
よ
う
に
倫
理
的
立
場
か
ら
治
療
の
可
能
性
は
あ
っ
て
も
、
治

療
す
べ
き
で
な
い
こ
と
が
出
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
臓
器
移
植
の
よ
う
に
、
法
的
に
認
め
ら
れ
て
も
、
普
及
し
な
い
医
療
も
あ
る
。
日
本
に

生
ま
れ
た
た
め
に
、
国
内
で
は
実
施
出
来
な
い
こ
と
は
、
患
者
に
と
っ
て
き
わ
め
て
不
幸
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
た
だ
自
然
に

解
決
す
る
こ
と
を
待
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

い
ま
や
日
本
人
に
特
有
な
国
民
性
が
あ
る
の
か
、
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
か
と
い
う
こ
と
を
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検
討
す
る
必
要
性
が

坪
エ
而
し
て
い
る
０



準
１
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
み
る
医
療
と
疾
病
観

岸
、熱

く
朕
旅
と
政
治
〉
日
本
に
医
業
の
歴
史
は
「
日
本
書
紀
」
と
「
古
事
記
」
に
は
じ
ま
る
。
無
論
、
こ
の
こ
と
は
傍
系
の
歴
史
だ
と
認
め
ら

誌
れ
て
い
る
文
献
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
（
大
星
光
史
「
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
』
）
。
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
上
の
第
八
段

雑
（
５
）

雲
薑
冒
第
六
に
、
「
夫
太
已
貴
命
与
少
彦
名
命
、
裁
力
一
心
、
経
営
天
下
、
復
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
、
則
定
其
療
病
之
方
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

権
大
已
里
昊
叩
は
大
国
王
命
で
あ
り
、
少
彦
名
命
と
力
を
合
わ
せ
、
心
を
一
に
し
て
、
人
々
や
家
畜
の
為
に
病
気
を
治
す
方
法
を
定
め
た
と
い
う

に
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
新
村
が
、
共
同
体
首
長
の
職
能
の
ひ
と
つ
に
病
気
へ
の
対
応
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
新
村
拓
『
古
代
医
療
官
人
制
の
研
究
』
二
頁
、
一
九
八
三
年
、
法
政
大
学
出
版
社
）
。

こ
の
よ
う
に
古
代
に
お
い
て
は
、
現
代
以
上
に
医
療
と
政
治
が
不
可
分
で
あ
っ
た
形
跡
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
中
国
の
伝
説
的
人

物
、
三
皇
五
帝
の
時
代
の
伏
義
、
神
農
、
黄
帝
の
説
話
に
通
ず
る
。
伏
義
は
火
の
利
用
の
発
見
と
易
の
基
礎
の
作
成
、
神
農
は
農
業
と
薬
草

（
６
）

の
利
用
、
黄
帝
は
医
学
の
理
論
と
鍼
灸
の
術
を
大
成
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
中
国
の
文
学
・
歴
史
学
そ
の
他
で
常
識
化
さ
れ
て
い
る
。
す
な

５
わ
ち
、
世
界
的
に
み
て
も
、
古
代
に
お
い
て
は
医
療
行
為
は
、
政
治
家
の
重
要
な
仕
事
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
施
政
の
量
の
半
ば
を
し
め
る

日本医史学雑誌第45巻第1号 (1999)

調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
、
古
事
記
・
日
本
書
紀
を
は
じ
め
と
す
る
主
た
る
歴
史
言
、
日
本
古
典
文
学
・
辞
典
・
随
筆
・
宗
教
言
・
風
俗

（
３
）
（
４
）

書
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
料
か
ら
医
事
・
医
療
に
か
か
わ
る
文
章
を
抜
き
出
し
、
先
行
研
究
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
検
討
を
加
え
た
。
底
本

に
使
用
し
た
文
献
は
、
書
誌
学
的
に
定
評
の
あ
る
も
の
を
用
い
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
表
１
に
ま
と
め
た
。
な
お
、
日
本
医

学
史
に
関
す
る
参
考
文
献
も
巻
末
に
ま
と
め
て
付
し
た
。

Ⅱ
、
考
察
と
結
果

Ｉ
、
方
法
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表
１

諸
橋
轍
次
”
大
漢
和
辞
典
（
全
十
二
巻
及
び
索
引
）
、
大
修
館
、
東
京
、
一
九
八
七

巴
稜
宣
祐
”
西
洋
医
学
史
、
山
雅
房
、
東
京
、
一
九
四
一

大
塚
敬
節
“
東
洋
医
学
史
、
山
雅
房
、
東
京
、
一
九
四
一

大
平
健
・
竹
沢
静
夫
編
”
精
神
医
学
と
文
化
人
類
学
、
金
剛
出
版
、
東
京
、
一
九
八
八

石
田
秀
実
”
中
国
医
学
思
想
史
（
東
洋
叢
書
・
七
）
、
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
九
二

小
川
鼎
三
“
医
学
の
歴
史
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
六
四

長
浜
善
夫
”
東
洋
医
学
概
説
、
創
元
社
、
大
阪
、
一
九
六
一

服
部
敏
良
“
奈
良
・
平
安
・
鎌
倉
・
室
町
・
江
戸
時
代
医
学
史
の
研
究
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
九
五

日
本
臨
床
心
理
学
会
編
ｖ
心
理
治
療
を
問
う
、
現
代
害
館
、
東
京
、
一
九
八
五

大
槻
如
電
原
著
。
（
佐
藤
榮
七
増
訂
）
“
日
本
洋
学
編
年
史
、
錦
正
社
、
東
京
、
一
九
六
五

清
水
藤
太
郎
叩
日
本
薬
学
史
、
南
山
堂
、
東
京
、
一
九
四
九

富
士
川
瀞
恥
日
本
医
学
史
、
形
成
社
、
東
京
、
一
九
七
四

井
上
清
恒
”
医
学
史
も
の
が
た
り
（
全
三
巻
）
、
内
田
老
鵺
圃
、
東
京
、
一
九
九
一

古
事
類
苑
三
十
巻
並
び
に
総
目
録
・
索
引
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
七
八

日
本
古
典
文
学
大
系
（
全
百
巻
並
び
に
索
引
）
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

日
本
古
典
文
学
全
集
（
全
五
十
一
巻
）
、
小
学
館
、
東
京
、
一
九
八
八

東
洋
文
庫
（
全
二
八
二
巻
）
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
七
六

新
村
拓
恥
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
、
法
政
大
学
出
版
局
、
東
京
、
一
九
八
五

安
西
安
周
“
日
本
儒
医
研
究
、
青
史
社
、
東
京
、
一
九
八
一

大
星
光
史
“
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
、
雄
潭
社
、
東
京
、
一
九
七
七
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医
薬
は
、
古
代
に
か
ぎ
ら
ず
、
現
代
人
に
も
重
大
関
心
事
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
古
代
で
は
、
民
を
治
め
る
た
め
に
欠
か
せ
ぬ
事
柄
で
あ

っ
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
が
政
策
の
最
重
要
部
分
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

〈
幽
と
疾
病
思
想
〉
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
大
国
主
命
は
少
彦
名
命
と
協
力
し
て
国
造
り
、
医
療
活
動
を
行
な
っ
た
後
、
少
彦
名
命
は

粟
茎
に
登
っ
て
常
世
国
に
弾
か
れ
去
っ
た
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
異
国
、
と
く
に
永
遠
の
国
あ
る
い
は
幽
の
国
を
想
定
し
て
い
た
と
い

え
る
。
霊
魂
不
滅
の
思
想
で
あ
る
。
な
お
、
少
彦
名
命
が
身
体
が
異
常
に
嬢
小
で
あ
っ
た
こ
と
、
少
彦
名
命
は
戎
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い

て
は
、
拙
著
（
九
頁
）
で
論
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

病
む
こ
と
に
つ
い
て
、
本
居
宣
長
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
す
べ
て
生
き
て
此
世
に
あ
る
間
の
事
に
し
て
、
顕
に
こ
れ
を
見
聞
し
得

べ
き
も
の
は
こ
れ
を
顕
事
と
い
ひ
、
幽
砂
に
し
て
見
難
き
も
の
を
幽
事
と
い
ふ
。
人
が
死
し
た
る
後
に
、
そ
の
霊
魂
は
幽
冥
に
帰
し
、
こ
こ

に
そ
の
作
用
を
あ
ら
は
す
も
の
で
あ
る
が
、
幽
砂
に
し
て
見
る
事
が
出
来
ぬ
か
ら
、
顕
事
に
対
し
て
こ
れ
を
幽
事
と
い
ふ
。
そ
れ
は
顕
は
に

は
目
に
も
見
え
ず
、
誰
が
為
す
と
も
な
く
、
神
の
為
し
た
ま
ふ
業
で
あ
る
。
人
は
さ
ら
な
り
、
天
も
地
も
み
な
神
の
霊
に
よ
り
て
成
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
天
地
の
間
な
る
吉
事
も
凶
事
も
、
す
べ
て
神
の
意
な
り
、
現
人
の
顕
に
行
ふ
こ
と
の
外
に
幽
事
（
神
事
）
あ
り
、
顕
は
に
目

（
戸
ｊ
）

に
も
見
え
ず
、
誰
為
す
と
も
な
く
、
神
の
為
し
給
ふ
業
な
り
」
と
、
幽
も
顕
も
神
の
意
で
あ
る
と
い
う
。

日
本
の
文
献
上
、
最
初
に
出
て
く
る
病
に
よ
る
死
の
記
事
は
『
古
事
記
」
の
イ
ザ
ナ
ミ
の
神
が
ヒ
ノ
カ
グ
ッ
チ
ノ
カ
ミ
を
生
ん
だ
と
き
で

あ
る
。
こ
の
出
産
の
た
め
に
、
イ
ザ
ナ
ミ
は
亡
く
な
り
、
幽
の
世
界
に
入
る
。
「
古
事
記
」
に
は
、
疾
病
は
神
の
意
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
で

（
８
）

あ
り
、
い
ず
れ
の
神
で
あ
っ
て
も
こ
ち
ら
か
ら
犯
し
た
こ
と
に
対
し
て
崇
り
と
し
て
疾
病
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
は

も
の
の
け
思
想
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
も
の
の
け
は
「
源
氏
物
語
」
の
夕
顔
の
巻
で
有
名
に
な
る
が
、
生
霊
の
崇
り
で
あ
る
。
は
じ
め
神
意

を
犯
し
て
た
こ
と
の
崇
り
と
し
て
顕
れ
た
病
気
が
、
人
に
も
神
霊
と
同
じ
よ
う
な
も
の
を
認
め
て
、
病
を
霊
の
崇
り
で
あ
る
と
み
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
疾
病
観
は
現
代
の
日
本
人
の
心
の
奥
底
に
根
強
く
流
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
初
詣
や
、
折
々
に
は
様
々
な
機
会
を
と
ら

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



８
え
て
、
神
事
を
営
む
こ
と
が
ま
だ
生
活
習
慣
の
中
に
色
濃
く
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

〈
疾
病
の
沿
族
法
〉
疾
病
が
神
意
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
信
じ
た
。
そ
の
結
果
、
治
療
法
と
し
て
は
神
の
崇
り
や
怒
り
を
鎮
め
る
祈
祷
な
ど

（
ｕ
〕
）

が
重
要
な
手
段
と
し
て
広
く
行
な
わ
れ
た
。
江
戸
時
代
の
人
、
伴
信
友
は
「
病
を
癒
す
薬
食
も
、
い
ひ
も
て
行
け
ば
病
を
禁
厭
除
ら
し
む
る

術
な
が
ら
、
そ
の
術
を
行
ふ
を
く
す
る
と
い
ひ
、
其
術
に
よ
り
て
食
ふ
薬
を
久
須
利
と
い
へ
る
な
り
」
（
拙
著
、
一
八
頁
）
と
記
す
。
医
薬
を
用

い
る
こ
と
が
禁
厭
を
行
な
う
こ
と
に
通
じ
、
薬
物
療
法
を
含
め
た
治
療
法
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
。

（
川
）

１
さ
ら
に
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
を
退
治
す
る
と
き
酒
が
用
い
ら
れ
た
が
、
薬
と
し
て
様
々
な
酒
が
も
ち
い
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
中

９９

（
皿
）

四
国
の
医
言
「
黄
帝
内
経
・
素
問
」
の
酒
を
薬
物
と
し
て
用
い
る
記
述
と
の
一
致
を
見
る
。

（
吃
）

号
こ
の
他
の
治
療
法
と
し
て
温
泉
の
効
用
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
伊
予
国
風
土
記
』
に
、
仮
死
状
態
に
な
っ
た
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
ミ
コ
ト
を
何

鐸
と
か
蘇
生
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
オ
オ
ナ
モ
チ
ノ
ミ
コ
ト
（
大
国
主
神
）
が
、
大
分
の
速
見
（
別
府
温
泉
）
の
湯
を
地
下
の
水
道
か
ら
引
い
て
き

５認
て
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
ノ
ミ
コ
ト
に
湯
浴
み
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
忽
ち
生
き
返
っ
て
、
元
気
そ
の
も
の
の
足
で
地
面
を
力
い
れ
て
踏
む
ま
で
に
な
っ

誌
た
と
い
う
。
原
文
は
「
凡
湯
之
貴
奇
、
不
神
世
時
耳
、
於
今
世
、
染
疹
洞
万
生
、
為
除
病
存
身
要
薬
也
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
温
泉
が
貴
く

雑群
奇
し
き
湯
で
あ
り
、
神
の
世
か
ら
そ
の
当
時
に
至
る
ま
で
の
要
薬
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

輻
同
じ
「
伊
予
国
風
土
記
」
の
項
に
、
こ
の
温
泉
（
神
の
井
）
を
見
て
、
「
世
の
妙
し
き
験
を
欺
き
た
ま
ひ
き
（
欺
世
妙
験
）
」
、
ま
た
「
沐
神
井

（
咽
）

日
而
塵
疹
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
温
泉
も
ま
た
神
か
ら
の
賜
物
で
あ
り
、
神
の
井
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

２
、
上
代
文
学
（
五
三
八
～
七
九
三
年
）
に
見
る
医
療
思
潮

（
Ｍ
）
（
鴫
）
（
脇
）
（
Ⅳ
）

く
こ
こ
ろ
と
こ
と
ば
〉
『
古
事
記
」
（
七
一
二
年
）
、
『
日
本
書
紀
』
（
七
二
○
年
）
、
「
風
土
記
」
（
七
一
三
～
七
三
三
年
）
、
そ
し
て
『
万
葉
集
」
（
七

五
九
年
）
を
歴
観
す
る
と
、
そ
の
作
品
群
に
よ
っ
て
こ
の
時
代
特
有
な
精
神
風
景
が
見
え
て
く
る
。
医
療
と
の
関
連
で
い
う
な
ら
ば
、
「
こ
こ

ろ
」
の
作
用
、
そ
の
精
神
の
有
り
方
に
よ
っ
て
、
病
気
と
も
な
り
、
病
気
を
癒
し
得
る
と
い
う
思
潮
が
明
ら
か
と
な
る
時
代
で
あ
る
。



9 託
く
穴
舌

雑学
し
た
胴

史権
す
る
。

［
】
即
冒
目
、
’

口
言
ス
》
０

１僻
采
一

巻
「

Ｆ
へ
』

川
殼

缶
弔

一
ｍ

い
わ
ゆ
る
「
善
き
」
こ
こ
ろ
が
行
為
の
最
優
先
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
時
代
と
い
え
る
。
心
の
や
さ
し
さ
は
疾
病
と
い
う
範
晴
を
越
え
て
、

人
生
の
幸
不
幸
を
支
配
し
、
さ
ら
に
は
神
々
の
世
界
に
も
通
ず
る
も
の
と
捕
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
心
の
世
界
が
全
事

象
を
も
支
配
す
る
と
の
考
え
方
が
生
じ
て
い
た
。

（
略
）

医
療
の
記
述
で
は
『
古
事
記
』
で
大
国
主
神
が
因
幡
の
白
兎
を
救
っ
た
例
が
最
初
と
思
わ
れ
る
。
兄
で
あ
る
八
十
神
達
の
「
海
水
を
浴
び

た
ら
よ
い
」
と
い
う
非
情
な
治
療
法
に
対
し
、
大
国
主
神
が
傷
つ
い
た
身
を
真
水
で
洗
い
、
蒲
の
粉
を
貼
布
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
癒
え
る
と

ｊ
し
た
。
心
の
や
さ
し
さ
は
同
時
に
治
療
法
、
痛
み
の
な
い
和
や
か
な
治
療
法
に
通
じ
て
い
た
。

９９四
『
万
葉
集
」
に
は
「
こ
と
ば
」
の
持
つ
力
も
「
こ
こ
ろ
」
の
具
現
化
と
し
て
神
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
事
例
が
あ

ま
た
、
人
々
は
病
死
あ
る
い
は
不
慮
の
死
の
後
、
命
の
行
き
先
、
落
ち
着
く
場
所
を
い
く
つ
か
想
定
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
「
家
離
り
い

ま
す
我
妹
を
留
め
か
ね
山
隠
し
つ
れ
心
ど
も
な
し
」
（
万
葉
集
、
四
七
一
）
「
留
め
え
ぬ
命
に
あ
れ
ば
し
き
た
へ
の
家
ゆ
は
出
で
て
雲
隠
り
に
き
」

（
万
葉
集
、
四
六
一
）
「
胄
旗
の
木
幡
の
上
を
通
ふ
と
は
目
に
は
見
れ
ど
も
た
だ
に
逢
は
ぬ
か
も
」
（
万
葉
集
一
四
八
）
の
よ
う
に
、
死
に
行
く

人
は
そ
の
魂
を
山
に
天
に
運
ん
だ
。
霊
魂
の
不
滅
を
強
く
信
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
の
肉
体
を
凌
駕
す
る
精
神
力
の
暹
し
さ
だ

天
智
天
皇
の
病
が
重
く
な
っ
た
時
に
、
皇
后
が
詠
ま
れ
た
歌
「
天
の
原
振
り
放
け
見
れ
ば
大
君
の
御
寿
は
長
く
天
足
ら
し
た
り
」
（
万
葉
集
、

（
四
）

一
四
七
）
は
、
現
実
に
は
天
皇
は
生
死
の
境
に
あ
っ
た
が
、
皇
后
は
「
大
空
を
は
る
か
振
り
仰
い
で
見
る
と
、
大
君
の
お
命
は
と
こ
し
え
に
長

く
空
に
満
ち
溢
れ
て
い
る
」
と
詠
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
そ
の
後
間
も
な
く
崩
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
皇
后
は
「
御
寿
は
長
く
天
足
ら

し
た
り
」
と
断
定
気
味
に
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
満
ち
満
ち
た
天
子
の
生
命
」
を
想
い
描
き
、
言
霊
に
よ
る
挽
回
、
実
体
を
招
来
し
よ
う
と

っ
た
と
も
察
せ
ら
れ
る
。

〈
養
生
法
〉
古
代
人
』

古
代
人
に
も
健
康
の
維
持
や
長
寿
を
願
う
当
然
の
欲
求
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
祈
祷
に
頼
る
ば
か
り
で
な
く
、
薬
草
や
食
物
の
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効
用
な
ど
現
実
に
効
果
あ
る
も
の
が
探
索
さ
れ
た
。（

鋤
）

「
古
事
記
』
に
次
の
よ
う
な
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
伊
邪
那
岐
命
、
伊
邪
那
美
命
の
男
女
神
に
よ
っ
て
国
生
み
、
神
生
み
が
行
な
わ
れ
た

が
、
女
神
は
火
の
神
の
お
産
を
し
た
と
き
、
そ
れ
の
た
め
に
命
を
失
わ
れ
た
。
な
お
、
こ
れ
は
分
娩
に
よ
る
死
を
語
っ
た
最
初
の
例
で
あ
る
。

男
神
は
、
女
神
が
去
っ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
女
神
の
居
る
死
の
国
を
訪
ね
た
。
女
神
の
嫌
が
る
の
を
強
い
て
抑
え
、
奥
に
進
ん
で
死
の
国

の
魔
性
の
者
ら
に
追
わ
れ
る
。
男
神
は
逃
げ
な
が
ら
「
桃
」
を
投
げ
、
魔
性
か
ら
逃
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
魔
性
へ
投
げ
つ
け
た

（
剛
）

も
の
に
、
筍
（
た
け
の
こ
）
、
葡
萄
、
蔓
草
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
植
物
は
い
ず
れ
も
生
命
力
が
強
く
、
邪
気
を
除
く
果
実
、
植
物
と
し
て
の

観
念
が
あ
っ
た
も
の
か
。
死
と
か
病
む
と
か
醜
に
対
し
て
、
勢
い
盛
ん
な
植
物
が
対
比
さ
れ
、
そ
の
生
命
力
は
人
体
や
人
間
の
精
神
作
用
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
と
の
考
え
が
あ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
蔓
草
は
頭
に
巻
い
て
装
飾
と
し
た
。
後
の
「
カ
ザ
シ
」
や
「
ウ
ズ
」
が
そ
れ

に
類
す
る
が
、
植
物
の
持
つ
旺
盛
な
活
力
を
、
身
体
と
く
に
頭
髪
を
通
じ
て
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
意
図
が
窺
え
る
。

食
養
生
に
対
す
る
考
え
方
は
、
古
今
東
西
古
く
か
ら
あ
る
。
日
本
で
は
大
伴
家
持
の
「
痩
せ
た
る
人
を
磑
笑
ふ
歌
二
首
」
は
巷
間
に
よ
く

石
麻
呂
に
我
物
申
す
夏
痩
せ
に
良
し
と
い
ふ
も
の
ぞ
鰻
捕
り
喫
せ
（
万
葉
集
、
三
八
五
三
）

痩
す
痩
す
も
生
け
ら
ば
あ
ら
む
を
は
た
や
は
た
鰻
を
捕
る
と
川
に
流
る
な
（
万
葉
集
、
三
八
五
四
）

（
型
）

石
麻
呂
と
い
う
老
人
の
い
く
ら
食
べ
て
も
身
体
が
痩
せ
て
見
え
る
の
を
か
ら
か
っ
た
戯
れ
の
歌
で
あ
る
。
原
本
の
「
武
奈
伎
」
は
『
倭
名
抄
」

に
「
元
奈
岐
今
俗
呼
奈
岐
」
と
あ
り
、
現
在
で
も
土
用
鰻
が
夏
痩
に
よ
い
と
い
わ
れ
る
。

（
甥
）

「
風
土
記
』
の
播
磨
国
賀
古
郡
の
条
に
、
愛
す
る
人
の
遺
骸
を
運
ぶ
際
、
つ
む
じ
風
で
印
南
川
（
現
加
古
川
）
で
失
い
、
厘
と
摺
の
み
が
残

っ
た
。
悲
し
ん
だ
天
皇
（
景
行
）
は
、
毎
年
そ
の
川
の
「
年
魚
」
を
食
料
と
し
て
献
上
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
以
後
「
こ
の
川
物
を
食
わ
な
い
」

と
い
う
。
し
か
し
、
病
気
に
な
っ
た
時
、
「
薬
は
や
」
と
求
め
、
賀
古
の
松
原
に
宮
を
遷
さ
れ
た
と
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
か
ら
は
素
晴
ら
し

（
型
）

い
清
水
も
湧
き
出
し
た
と
あ
る
。
療
養
に
適
す
る
閑
静
で
風
光
明
媚
な
地
と
き
れ
い
な
飲
料
に
適
し
た
水
、
そ
し
て
、
「
年
魚
」
が
薬
と
し
て

れ
て
い
る
。
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３
、
中
古
文
学
（
七
九
四
～
二
九
一
年
）

平
安
時
代
で
あ
る
こ
の
時
代
に
は
、
王
朝
文
学
を
は
じ
め
と
し
て
文
学
の
面
で
は
、
時
代
を
超
え
て
、
た
く
さ
ん
の
傑
作
が
残
さ
れ
た
が
、

医
学
史
の
面
に
お
い
て
も
、
中
国
か
ら
直
接
、
あ
る
い
は
朝
鮮
を
経
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
中
国
医
学
が
、
日
本
に
よ
う
や
く
定
着
し
て

（
鯛
）

き
た
時
代
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
朝
廷
の
医
官
ら
が
医
書
を
言
い
た
が
、
現
存
す
る
も
の
は
、
「
医
心
方
」
（
九
八
四
年
）
な

ど
限
ら
れ
、
『
医
心
方
』
以
前
の
も
の
は
ほ
と
ん
ど
逸
失
し
て
、
現
代
に
伝
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
平
安
時
代
の
医
療
が
ど
の
よ
う
に
展

開
し
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
し
か
し
、
豊
富
な
文
学
史
料
か
ら
見
る
こ
と
で
、
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

〈
も
の
の
け
・
悪
霊
・
鬼
神
〉
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
人
生
の
不
幸
や
疾
病
の
原
因
と
し
て
悪
霊
や
鬼
神
の
存
在
を
信
じ
て
、
加
持
祈
祷

上
代
文
学
を
振
り
返
る
と
、
そ
こ
に
は
素
朴
な
形
で
の
人
間
の
心
の
や
さ
し
さ
、
自
然
の
植
物
、
太
陽
そ
の
他
の
有
し
て
い
る
活
力
、
偉

大
さ
、
ま
た
は
人
間
が
所
有
す
る
言
葉
、
精
神
力
の
威
力
、
こ
れ
に
何
よ
り
も
注
目
し
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
が
肉
体
、
身
体
の
疾
患
を
癒
し
、

根
治
す
る
も
の
が
あ
る
と
固
く
信
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
こ
れ
を
自
然
に
湧
き
出
す
温
泉
、
水
、
ま
た
新
鮮
な
自
然
そ
の
も
の
と

も
い
え
る
魚
や
野
草
の
中
に
健
康
の
源
泉
を
求
め
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

効
を
持
っ
て
い
る
と
当
時
は
考
え
ら
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。

戯
奴
が
た
め
我
が
手
も
す
ま
に
春
の
野
に
抜
け
る
茅
花
ぞ
召
し
て
肥
え
ま
せ
（
万
葉
集
、
一
四
六
○
）

我
が
君
に
戯
奴
は
恋
ふ
ら
し
賜
り
た
る
茅
花
を
食
め
ど
い
や
痩
せ
に
痩
す
（
万
葉
集
、
一
四
六
二
）

紀
女
郎
が
「
あ
な
た
の
た
め
に
手
も
休
め
る
こ
と
な
く
一
生
懸
命
春
の
野
で
抜
い
て
お
い
た
つ
ば
な
で
す
よ
。
食
べ
て
お
ふ
と
り
な
さ
い
」

と
い
え
ば
、
「
わ
が
君
に
わ
た
し
は
恋
し
て
い
る
ら
し
い
。
い
た
だ
い
た
つ
ば
な
を
食
べ
た
も
の
の
、
痩
せ
る
ば
か
り
で
す
」
と
家
持
は
答
え

る
。
茅
花
は
千
本
科
植
物
で
葉
は
稲
の
よ
う
に
薄
く
、
高
さ
三
、
四
尺
で
叢
生
す
る
。
春
に
新
芽
を
出
す
時
に
は
葉
の
中
に
花
を
包
み
、
細

い
筍
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

上
代
文
学
を
振
り
返
る
と
、
》



（
妬
）

『
医
心
方
』
の
中
に
は
道
教
思
想
の
影
響
を
受
け
た
と
お
も
わ
れ
る
「
三
Ｆ
」
（
さ
ん
し
）
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
当
時
の
疾
病
観
の

形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

「
三
Ｆ
」
と
は
人
の
体
に
住
ん
だ
小
さ
な
三
匹
の
虫
の
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
が
宿
主
の
人
間
の
所
行
を
北
極
星
に
報
告
す
る
た
め
に
、
人
間

ｊ
は
そ
の
寿
命
を
削
ら
れ
る
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
『
今
昔
物
語
」
に
は
こ
の
思
想
を
受
け
て
、
「
病
、
人
ノ
形
ト
成
り
、
医
師
其
ノ
言
ヲ
聞
キ

９９

（
幻
）

叩
キ
テ
病
ヲ
治
セ
ル
コ
ト
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
話
の
中
に
は
二
人
の
童
子
が
登
場
し
、
病
人
の
体
の
中
に
潜
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
除

号
く
に
は
八
毒
丸
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
薬
物
が
用
い
ら
れ
た
が
、
彼
ら
の
畏
れ
る
の
は
名
医
で
あ
り
、
高
徳
の
僧
や
修
験
者
で
あ
っ
た
。

１ま
こ
こ
で
は
病
気
と
い
う
内
部
の
鬼
、
病
魔
と
の
戦
い
の
有
り
様
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

５鍵
平
安
朝
時
代
と
言
わ
れ
た
こ
の
時
期
は
、
女
流
文
学
の
時
代
で
あ
り
、
同
時
に
和
歌
、
日
記
文
学
、
そ
れ
に
説
話
文
学
の
盛
ん
な
時
代
で

誌
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
と
お
し
て
、
上
述
の
「
三
Ｆ
」
説
と
そ
の
類
縁
の
思
想
が
、
庶
民
や
貴
族
階
級
に
広
く
浸
透
し
て
い
た
こ
と

雑
蕊
）

野
が
伺
わ
れ
る
。
｜
例
を
『
源
氏
物
語
』
に
見
て
み
た
い
。

権
若
き
光
源
氏
は
、
愛
す
る
女
性
夕
顔
を
連
れ
、
夜
の
別
荘
を
訪
れ
る
。
こ
こ
で
夕
顔
が
、
か
っ
て
光
源
氏
が
愛
し
た
六
条
御
息
所
の
生
霊

日
に
と
り
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
光
源
氏
が
寝
入
り
か
け
た
時
、
そ
の
枕
上
に
ひ
ど
く
美
し
い
女
が
立
ち
「
わ
た
し
が
愛
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
お
訪
ね
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
人
を
お
連
れ
し
寵
愛
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
、
わ
た
し
は
と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
す
」

と
い
っ
て
、
夕
顔
を
抱
き
起
こ
そ
う
と
す
る
、
夢
で
は
つ
と
目
醒
め
れ
ば
、
魔
物
（
鬼
・
物
怪
）
に
襲
わ
れ
る
か
の
ど
と
き
感
が
し
、
灯
も
消

え
て
い
た
。
灯
を
つ
け
て
み
れ
ば
す
で
に
夕
顔
は
息
も
絶
え
絶
え
で
あ
る
。
あ
わ
て
て
供
を
起
こ
し
に
行
き
、
鳴
弦
を
さ
せ
、
戻
っ
て
く
る

と
、
夢
の
中
で
枕
上
に
立
っ
た
女
が
幻
と
な
っ
て
見
え
て
ふ
っ
と
消
え
た
。
そ
の
と
き
夕
顔
は
す
で
に
息
き
れ
て
い
た
。

葵
の
巻
で
は
光
源
氏
の
正
妻
で
あ
る
葵
の
上
の
車
と
六
条
御
息
所
の
車
が
御
穣
の
日
に
車
争
い
と
な
り
、
葵
の
上
の
供
人
に
六
条
御
息
所

Ｅ
な
ど
が
医
療
の
主
流
を
為
す
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
仏
教
、
と
く
に
密
教
や
、
修
験
道
、
陰
陽
道
な
ど
道
教
的
な
文
化
の
流
入
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



は
深
く
傷
つ
け
ら
れ
る
。
葵
の
上
は
そ
の
後
「
御
物
の
怪
め
き
て
、
い
た
う
、
わ
づ
ら
ひ
」
に
な
ら
れ
、
妊
娠
の
上
に
こ
う
し
た
も
の
が
加

わ
る
の
で
加
持
祈
祷
を
多
く
行
な
わ
せ
た
。
「
物
の
怪
、
生
霊
な
ど
い
ふ
も
の
、
多
く
出
で
来
て
」
そ
の
正
体
が
分
か
っ
て
く
る
も
の
の
、
一

つ
だ
け
特
別
な
も
の
が
あ
る
。
執
念
深
く
、
ぴ
っ
た
り
と
葵
の
上
に
つ
い
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
が
六
条
御
息
所
の
生
霊
で
あ
る
。
結
局
、

葵
は
出
産
の
上
、
こ
の
物
怪
に
憲
か
れ
急
死
す
る
。

こ
の
六
条
御
息
所
の
怨
霊
は
、
死
後
も
光
源
氏
の
愛
人
に
次
々
と
崇
る
。
紫
の
上
が
胸
を
病
み
、
衰
弱
も
ひ
ど
く
、
余
命
も
永
く
は
あ
る

』
ま
い
と
思
わ
れ
た
の
が
数
々
の
修
法
の
効
に
よ
っ
て
「
日
頃
更
に
現
れ
ぬ
物
の
怪
、
小
さ
き
童
に
う
つ
り
て
呼
ぶ
詞
ふ
程
に
漸
々
生
き
出
で
」

９９咽
（
若
菜
）
と
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
物
怪
が
髪
を
ふ
り
立
て
て
泣
く
さ
ま
は
、
か
つ
て
光
源
氏
が
見
た
六
条
御
息
所
の
怨
霊
と
そ
っ
く
り
で
あ

（
酌
）
（
弧
）

号
る
こ
と
に
び
っ
く
り
す
る
。
こ
の
怨
霊
は
さ
ら
に
女
三
の
宮
に
崇
る
。
物
怪
は
次
の
よ
う
に
告
げ
る
。
「
わ
が
執
念
が
成
功
し
て
女
三
の
宮
を

１鐵
尼
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
源
氏
の
君
が
、
自
分
の
崇
り
か
ら
う
ま
く
紫
の
上
を
取
り
戻
し
、
そ
の
命
を
取
り
返
し
た
と
お
思
い
に
な
っ
て

５熱
い
る
の
が
、
自
分
に
は
つ
く
づ
く
残
念
で
も
あ
り
、
嫉
妬
も
感
じ
る
の
で
、
今
度
は
こ
の
女
三
の
宮
に
取
り
態
き
、
何
気
な
い
風
を
し
て
い

誌
た
が
、
今
や
女
三
の
宮
が
出
家
し
た
か
ら
に
は
用
も
な
く
な
っ
た
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
物
怪
が
乗
り
移
っ
て
い
た
寄
り
ま
し
の
童
が
手
を
打

雑学
っ
て
笑
い
狂
っ
た
と
し
る
し
て
い
る
・
驚
く
べ
き
執
念
で
あ
る
。
母
六
条
御
息
所
の
異
常
な
ま
で
の
執
念
深
さ
を
悲
し
む
娘
の
秋
好
中
宮
は
、

史稚
出
家
志
願
を
申
し
出
る
。
こ
れ
は
光
源
氏
の
諫
一
一
言
で
追
善
供
養
を
厚
く
行
な
う
こ
と
で
止
め
ら
れ
る
が
、
ど
う
や
ら
こ
う
し
た
人
の
死
後
の

卜
魂
は
、
地
獄
に
落
ち
、
業
火
の
中
に
の
た
う
ち
廻
り
、
そ
の
罪
障
の
軽
く
な
い
状
態
が
物
怪
と
な
っ
て
現
れ
出
る
と
の
表
現
が
、
「
亡
き
人
の
、

（
訓
）

御
あ
り
さ
ま
の
、
つ
み
か
ろ
か
ら
ぬ
さ
ま
に
、
ほ
の
聞
く
こ
と
の
侍
り
し
を
」
（
鈴
墨
）
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
物
怪
」
は
、
人
間
の
、
そ
れ
も
人
並
み
以
上
に
美
し
く
、
一
般
庶
民
か
ら
見
れ
ば
と
て
も
恵
ま
れ
た
境
遇
の
高
貴
な
女
性
、

そ
の
女
性
の
魂
、
主
に
男
女
間
の
嫉
妬
、
あ
る
い
は
深
い
恨
み
が
中
心
と
な
っ
て
時
に
生
霊
と
な
り
、
死
後
も
死
霊
と
な
っ
て
取
り
つ
き
崇

る
。
そ
の
執
念
の
程
を
源
氏
物
語
は
限
り
な
く
語
っ
て
い
る
。

昭
〈
加
持
祈
騰
〉
お
産
へ
の
加
持
祈
祷
の
例
も
多
い
。
藤
原
道
長
の
長
女
彰
子
中
宮
は
お
産
の
た
め
に
七
月
十
六
日
夜
か
ら
実
家
で
あ
る
道



Ⅲ
長
の
邸
宅
、
土
御
門
殿
に
里
帰
り
を
し
て
い
る
。
池
の
岸
辺
の
樹
々
、
遣
水
の
汀
の
草
む
ら
、
夕
映
の
美
し
い
庭
園
の
秋
色
漂
う
光
景
。
邸

内
で
は
そ
う
し
た
優
雅
な
景
色
を
彩
る
か
の
ど
と
く
「
不
断
の
御
読
経
」
の
声
々
が
聞
こ
え
、
一
層
し
み
じ
み
と
し
た
秋
の
風
情
を
感
じ
さ

（
犯
）

せ
る
。
「
紫
式
部
日
記
』
の
初
め
は
、
こ
う
し
た
描
写
か
ら
始
ま
る
。
間
断
の
な
い
読
経
は
、
一
昼
夜
を
十
二
時
に
約
十
二
人
の
僧
が
輪
番
で

『
大
般
若
経
」
「
最
勝
王
経
』
『
法
華
経
」
等
を
読
訶
し
つ
づ
け
る
。
他
で
も
な
い
中
宮
の
安
産
祈
願
の
た
め
で
あ
る
。
紫
式
部
の
仕
え
た
一

条
天
皇
の
中
宮
彰
子
は
時
に
二
十
一
歳
。
加
持
祈
祷
は
こ
れ
の
み
で
な
い
。
「
観
音
院
の
僧
正
、
ひ
む
が
し
の
対
よ
り
、
二
十
人
の
伴
僧
を
ひ

ｊ
き
ゐ
て
、
御
加
持
ま
ゐ
り
た
ま
ふ
足
音
、
渡
殿
の
橋
の
、
と
ど
ろ
と
ど
ろ
と
踏
み
鳴
ら
さ
る
る
さ
へ
ぞ
」
と
、
観
音
院
の
僧
正
、
法
住
寺
の

９９叩
座
主
、
浄
土
寺
の
僧
都
と
、
各
寺
の
高
僧
を
そ
れ
ぞ
れ
一
宗
一
派
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
招
い
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
こ
う
し
た
邸
内
の
僧

号
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
諸
国
の
山
々
、
寺
々
を
尋
ね
求
め
、
修
験
僧
と
い
う
修
験
僧
、
陰
陽
師
の
全
て
を
召
し
集
め
た
と
あ
る
。
そ
の
熱
意

１鐸
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
の
藤
原
道
長
の
権
勢
、
財
力
の
大
き
さ
も
分
る
。
同
時
に
こ
う
し
た
精
神
界
、
加
持
祈
祷
の
類
が
お
産
の
た
め

５認
の
唯
一
の
卓
効
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
時
代
性
に
も
不
思
議
な
感
を
覚
え
る
。

誌
こ
の
よ
う
な
場
合
、
修
験
僧
は
何
を
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
中
宮
に
つ
い
て
い
る
「
物
怪
」
ど
も
を
よ
り
ま
し
と
い
っ
た
別
の
人
間
に
移

雑鐸
し
代
え
調
伏
し
よ
う
と
し
、
大
声
を
上
げ
祈
り
た
て
る
。
お
産
に
何
故
こ
の
よ
う
な
加
持
祈
祷
が
行
な
わ
れ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
が
当
時

擁
の
病
魔
退
散
の
、
ま
た
は
精
神
安
定
の
唯
一
の
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
こ
の
「
日
記
』
の
出
だ
し
の
秋
の
気
配
の

Ｒ
土
御
門
の
邸
宅
、
庭
園
と
、
荘
厳
な
絶
え
間
な
い
読
経
に
作
者
自
身
が
詩
的
な
陶
酔
を
感
じ
、
心
の
安
定
、
清
ら
か
さ
を
感
じ
て
い
る
こ
と

が
良
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
情
景
は
、
妊
婦
で
あ
る
中
宮
に
宗
教
的
安
定
感
を
同
様
に
与
え
る
も
の
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
加
持
祈
祷
は
上
は
天
子
か
ら
下
は
一
般
庶
民
に
い
た
る
ま
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
そ
れ
に
よ
っ
て
心
の
安
定
感
を
得
て
お

り
、
事
実
、
そ
れ
に
よ
っ
て
病
気
も
平
癒
し
た
よ
う
で
あ
る
。
文
学
的
諸
作
品
に
は
治
病
の
際
の
医
師
の
登
場
は
殆
ど
み
ら
れ
な
い
。
こ
の

加
持
祈
祷
が
医
療
の
主
役
で
あ
っ
た
と
の
感
が
否
め
な
い
。

こ
の
よ
う
な
疾
病
感
は
こ
の
時
代
の
特
色
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
現
代
人
も
共
感
で
き
る
。
ま
た
こ
の
傾
向
を
現
代
に
お
い
て
も
形
を
変
え
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鎌
倉
・
室
町
・
安
土
・
桃
山
と
い
っ
た
時
代
の
特
色
は
何
で
あ
っ
た
か
、
い
わ
ゆ
る
武
士
中
心
の
時
代
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
前
時
代
の

ｊ
貴
人
。
貴
族
文
化
か
ら
転
じ
て
鎌
倉
時
代
は
む
し
ろ
簡
素
で
実
用
を
重
ん
じ
て
い
た
。
衣
服
に
お
い
て
も
、
庶
民
も
婦
人
も
活
動
的
な
服
装

９９叩
と
な
っ
た
。
結
髪
の
風
習
と
な
り
、
前
代
の
よ
う
な
烏
帽
子
そ
の
他
の
冠
物
を
必
ず
し
も
用
い
な
い
で
よ
く
、
女
性
も
以
前
の
頭
髪
の
長
さ

喝
を
競
う
習
慣
か
ら
脱
し
た
。
住
居
も
平
安
時
代
の
冬
寒
く
夏
暑
い
、
採
光
通
風
不
十
分
な
湿
気
の
多
い
暗
い
建
築
様
式
か
ら
、
実
用
的
質
素

鐸
な
方
向
へ
と
転
ず
る
。
機
能
的
で
あ
り
、
そ
の
日
常
の
ス
ポ
ー
ツ
、
遊
び
も
、
戦
闘
を
念
頭
に
お
い
た
身
体
の
錬
磨
と
活
動
的
で
活
発
な
も

５熱
の
が
多
い
。
結
婚
年
齢
も
こ
の
時
代
は
男
子
十
五
歳
、
女
子
十
三
歳
と
そ
の
基
準
が
上
昇
し
て
い
る
、
妊
娠
・
出
産
・
早
婚
の
弊
害
が
か
な

1反
lqJ

こ
の
頃
の
文
学
作
品
の
特
徴
は
和
歌
に
加
え
て
軍
記
物
の
登
場
で
あ
る
。
一
方
、
親
鶯
・
道
元
・
日
蓮
を
は
じ
め
多
く
の
宗
教
家
の
活
躍

が
思
想
家
の
変
革
を
行
な
っ
た
時
代
で
も
あ
る
。
そ
し
て
室
町
時
代
に
は
謡
曲
・
能
が
勃
興
し
た
。

（
猟
）

〈
諦
観
・
合
理
主
義
〉
前
時
代
未
の
戦
乱
を
き
っ
か
け
に
『
方
丈
記
」
の
鴨
長
明
も
語
る
そ
の
天
変
地
異
か
ら
生
ず
る
飢
餓
・
疾
病
の
現

象
、
こ
う
し
た
不
安
な
人
の
命
の
無
情
な
有
様
を
見
る
に
つ
け
、
人
々
は
そ
の
救
い
の
場
を
強
く
宗
教
に
求
め
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

無
常
観
は
一
面
で
は
人
間
を
き
わ
め
て
ク
ー
ル
な
む
し
ろ
宗
教
か
ら
乖
離
す
る
冷
徹
な
眼
を
持
た
せ
る
作
用
も
あ
っ
た
。
虚
無
的
な
享
楽
的

な
人
生
観
、
一
方
で
ひ
た
す
ら
神
仏
に
す
が
る
姿
、
風
雅
の
世
界
に
遊
び
、
第
三
者
の
眼
で
何
事
も
眺
め
て
見
て
ゆ
こ
う
と
す
る
態
度
。

（
別
）

こ
こ
で
そ
う
し
た
代
表
者
の
一
人
、
『
徒
然
草
」
の
兼
好
法
師
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
・
人
間
の
生
き
方
、
人
生
を
説
き
、
か
の
『
徒

然
草
』
で
著
明
な
兼
好
は
、
と
も
す
れ
ば
思
想
家
で
あ
り
、
文
学
者
・
出
家
僧
の
一
人
か
と
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
事
実
そ
の
面
も
否
定
で

た
内
容
で
継
続
し
て
い
る
。
病
気
に
お
け
る
精
神
的
な
不
安
の
安
定
を
求
め
て
、
宗
教
、
呪
術
的
な
も
の
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
一
つ
の
流

れ
は
い
ま
も
続
い
て
い
る
と
の
感
を
深
く
す
る
。

り
防
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。



略
き
な
い
が
、
な
か
な
か
の
合
理
主
義
者
で
か
つ
現
実
的
、
と
く
に
医
・
薬
に
関
し
て
は
深
い
興
味
を
寄
せ
る
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

彼
の
「
友
と
す
る
に
わ
る
き
者
、
七
つ
」
と
「
よ
き
友
三
つ
」
の
中
で
、
悪
い
も
の
と
し
て
、
位
の
高
い
人
、
若
い
人
、
無
病
で
身
体
の

強
い
人
、
酒
好
き
の
人
、
勇
猛
な
武
士
、
嘘
を
吐
く
人
、
欲
の
深
い
人
を
上
げ
、
良
い
友
と
し
て
、
第
一
に
は
物
を
く
れ
る
友
、
第
二
に
医

師
、
第
三
に
知
恵
の
あ
る
友
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
「
三
つ
」
の
第
一
は
経
済
・
生
活
。
第
二
は
身
体
・
健
康
。
第
三
は
知
識
・
教
養
・
理

性
と
も
取
れ
る
。
彼
が
第
二
番
目
に
医
師
を
友
人
に
選
び
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
は
面
白
い
・
生
活
に
ゆ
と
り
が
あ
っ
て
、
病
気
が
な
く
て
、

ｊ
風
雅
・
知
的
生
活
を
楽
し
む
兼
好
の
理
想
で
あ
り
、
き
わ
め
て
現
実
的
な
理
屈
で
割
り
切
れ
る
内
容
で
あ
る
。
彼
が
「
病
な
く
身
強
き
人
」

９９叩
「
猛
く
勇
め
る
兵
」
あ
る
い
は
「
酒
を
好
む
人
」
を
嫌
っ
た
の
は
、
弱
者
、
病
人
の
身
心
の
理
解
に
乏
し
く
、
と
も
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
強

喝
い
人
の
ペ
ー
ス
に
は
ま
っ
て
自
ら
を
傷
つ
け
、
つ
い
つ
い
無
理
を
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
「
若
き
人
」
の
場
合
に
も
言
え
る
。

鐸
こ
う
し
た
点
を
考
え
る
と
作
者
は
意
外
と
病
弱
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
健
康
に
は
注
意
を
怠
ら
ぬ
も
の
が
多
々
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

５詞
え
ら
れ
る
。
同
時
に
「
高
く
や
ん
ご
と
な
き
人
」
に
も
警
戒
心
を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
こ
う
し
た
人
と
の
交
際
、
友
人
関
係
が

誌
精
神
的
に
も
香
ば
し
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
精
神
衛
生
上
、
ひ
い
て
は
健
康
上
良
く
な
い
と
の
判
断
を
体
験
的
に
下
し
て
い
た
と
も
取
れ
る
。

雑学
こ
う
し
た
見
方
で
い
く
と
、
彼
の
医
・
薬
へ
の
関
心
は
単
な
る
机
上
の
、
ま
た
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
の
論
で
は
な
く
、
自
ら
の
身
心
の
さ
ま

史雑
ざ
ま
な
反
応
・
条
件
を
観
察
し
た
上
で
の
結
論
と
し
て
「
よ
き
友
」
「
わ
る
き
友
」
の
選
択
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
第
亘
一
十
二
段
の

Ｅ
中
で
、
「
人
の
才
能
は
、
文
あ
き
ら
か
に
し
て
、
聖
の
教
を
知
れ
る
を
第
一
と
す
。
次
に
は
手
書
く
事
、
む
ね
と
す
る
事
は
な
く
と
も
、
是
を

習
ふ
く
し
。
学
問
に
便
り
あ
ら
ん
た
め
な
り
。
次
に
医
術
を
習
ふ
く
し
。
身
を
養
ひ
、
人
を
助
け
、
忠
孝
の
つ
と
め
も
、
医
に
あ
ら
ず
は
あ

る
べ
か
ら
ず
。
次
に
、
弓
射
、
馬
に
乗
る
事
、
六
芸
に
出
せ
り
。
必
ず
こ
れ
を
う
か
が
ふ
く
し
。
文
・
武
・
医
の
道
、
誠
に
、
欠
け
て
は
あ

る
べ
か
ら
ず
。
」
と
記
し
、
経
書
な
ど
を
通
じ
て
聖
人
の
教
え
を
知
る
こ
と
、
次
に
学
問
の
た
め
に
字
が
書
け
る
こ
と
、
そ
し
て
次
に
医
術
を

習
う
の
が
よ
い
と
い
う
。
わ
が
身
の
養
生
の
た
め
に
も
、
人
を
助
け
、
忠
孝
に
い
そ
し
む
に
し
て
も
医
術
が
果
す
役
割
は
そ
の
根
元
に
位
す

プ
つ
と
い
ア
フ
。



彼
は
精
神
と
肉
体
の
両
面
か
ら
自
己
や
人
間
の
姿
を
み
よ
う
と
し
た
。
と
か
く
当
時
の
精
神
主
義
、
と
も
す
れ
ば
身
体
や
健
康
そ
の
も
の

の
重
要
性
を
忘
れ
が
ち
な
時
代
に
あ
っ
て
珍
し
い
存
在
と
も
い
え
る
。
全
て
肉
体
と
健
康
が
基
礎
に
あ
っ
て
目
的
は
達
成
さ
れ
、
人
助
け
も

で
き
る
の
だ
と
の
考
え
は
む
し
ろ
現
代
的
で
さ
え
あ
る
。

ま
た
彼
は
「
唐
の
物
は
、
薬
の
外
は
、
な
く
と
も
事
欠
く
ま
じ
」
（
第
百
二
十
段
）
と
も
言
っ
て
い
る
。
困
難
な
中
国
か
ら
の
航
路
を
無
用
な

物
を
い
っ
ぱ
い
運
ん
で
く
る
愚
か
さ
。
遠
国
か
ら
の
も
の
は
宝
と
し
な
い
、
ま
た
は
手
に
入
れ
が
た
い
財
貨
は
尊
ば
な
い
で
あ
り
た
い
も
の
。

ｊ
こ
れ
が
兼
好
の
趣
旨
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
遠
い
中
国
か
ら
の
物
で
も
、
薬
だ
け
は
な
ん
と
か
し
て
手
に
入
れ
た
い
と
願
う
。
薬
に

９９⑭
関
し
て
は
例
外
だ
っ
た
。
陰
陽
師
の
有
宗
入
道
が
鎌
倉
か
ら
京
へ
上
り
尋
ね
て
来
、
開
口
一
番
「
こ
の
邸
の
庭
は
広
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
ム

号
ダ
な
面
が
多
い
。
細
道
一
本
だ
け
を
残
し
て
他
は
畠
と
し
、
何
か
を
植
え
る
べ
き
で
あ
る
」
と
忠
告
し
た
の
に
作
者
は
ひ
ど
く
共
鳴
し
て
い

鐸
る
。
「
誠
に
、
少
し
の
地
を
も
い
た
づ
ら
に
置
か
ん
こ
と
は
、
益
な
き
事
な
り
。
食
ふ
物
・
薬
種
な
ど
植
ゑ
お
く
べ
し
。
」
（
百
二
十
四
段
）
と
、

５鋼
兼
好
は
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
よ
う
な
人
物
で
あ
る
。
出
家
し
て
お
り
、
思
想
家
で
あ
り
、
歌
人
で
あ
り
、
文
学
者
で
あ
る
。
中
世
の
全
ゆ

誌
る
要
素
・
特
徴
を
身
に
つ
け
て
い
た
と
も
い
え
る
。

雑鐸
彼
を
一
例
と
し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
世
の
教
養
人
、
広
く
は
人
々
全
般
の
医
薬
・
医
療
へ
の
当
時
の
認
識
、
そ
の
雰
囲
気
を
も
知
る

椎
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。
彼
は
健
康
を
と
て
も
大
切
に
し
た
。
し
た
が
っ
て
医
薬
・
治
療
法
へ
の
関
心
は
非
常
に
深
か
っ
た
。
し
か
も
、

日
そ
の
行
動
、
も
の
の
考
え
方
の
中
心
に
は
物
事
に
と
ら
わ
れ
の
な
い
合
理
性
、
客
観
的
な
見
方
が
強
く
支
配
し
て
い
る
。
そ
の
彼
に
し
て
や

は
り
「
心
」
の
問
題
は
ゆ
る
が
せ
に
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
の
出
家
で
あ
り
、
仏
道
選
択
だ
っ
た
と
取
れ
る
面
が
多
い
。
彼
は
心
の

安
寧
を
考
え
ぬ
い
た
未
、
信
仰
に
辿
り
つ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
え
る
。
時
代
性
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に

し
て
も
何
事
も
冷
静
に
距
離
を
置
い
て
眺
め
、
世
の
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
知
り
抜
い
た
か
に
思
わ
れ
る
兼
好
が
、
そ
の
結
論
を
、
健
全
な
身
体

と
、
心
の
ゆ
た
か
さ
、
平
穏
な
生
活
に
そ
の
評
価
の
基
準
を
置
い
て
い
た
の
は
注
目
す
べ
き
内
容
で
あ
る
。（

錫
）

町
〈
陰
陽
近
〉
当
時
は
陰
陽
道
も
未
だ
滅
び
去
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
世
は
幻
と
の
考
え
方
も
あ
っ
た
。
陰
陽
道
で
の
一
例
を
上
げ
る
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と
、
安
倍
晴
明
と
い
う
す
ぐ
れ
た
陰
陽
師
が
居
る
。
あ
る
日
、
み
る
か
ら
に
風
雅
な
美
し
い
若
者
に
出
会
っ
た
。
し
か
し
そ
の
若
者
の
上
を

烏
が
飛
ん
で
き
て
糞
を
し
か
け
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
彼
は
若
者
が
呪
誼
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
見
れ
ば
今
夜
一
夜
の
命
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
彼
に
会
っ
た
こ
と
が
幸
い
で
も
あ
っ
た
。
事
情
を
話
し
て
、
夜
通
し
の
加
持
祈
祷
を
し
て
や
っ
た
。
明
け
方
、
呪
誼
を
依
頼
さ
れ

（
妬
）

て
い
た
或
る
陰
陽
師
が
術
の
敗
北
で
死
ん
だ
と
の
報
告
が
あ
る
。
実
は
こ
の
若
者
の
ラ
イ
バ
ル
の
妬
み
に
よ
る
仕
業
で
あ
っ
た
。
「
妬
が
り
て
、

陰
陽
師
を
語
ら
ひ
て
、
式
を
ふ
せ
た
り
け
る
な
り
。
さ
て
そ
の
少
将
の
死
な
ん
と
し
け
る
を
、
晴
明
が
見
つ
け
て
、
夜
一
夜
祈
り
た
り
け
れ

ば
」
（
巻
第
二
の
八
）
と
、
そ
の
生
も
死
も
、
病
気
と
は
全
く
無
縁
な
異
次
元
で
運
用
さ
れ
て
ゆ
く
。

こ
の
中
世
と
い
う
時
代
は
、
迷
信
、
盲
目
的
な
も
の
よ
り
第
三
者
的
、
冷
静
な
立
場
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
相
次
ぐ

戦
乱
や
社
会
的
変
革
、
下
剋
上
的
な
も
の
が
深
く
そ
の
生
活
、
人
生
観
に
も
及
ん
で
い
た
と
思
え
る
。
人
の
生
の
は
か
な
さ
、
運
命
の
流
転
、

こ
れ
ら
は
彼
ら
の
心
を
と
ら
え
、
こ
の
世
は
夢
幻
、
頼
る
べ
き
神
仏
に
も
一
抹
の
不
安
を
抱
か
せ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
、
そ
れ
ゆ

え
に
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
が
一
層
の
信
仰
心
、
宗
教
、
精
神
的
に
依
る
べ
き
も
の
を
求
め
る
傾
向
も
生
ん
で
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
迷
信
と
神
仏
へ
の
帰
依
は
、
健
康
、
治
病
に
や
は
り
欠
か
せ
ぬ
も
の
と
し
て
捕
え
ら
れ
て
い
た
が
、
一
方
、
兼
好
の
よ
う
に
冷
徹
な

精
神
世
界
、
健
康
観
、
治
病
へ
の
眼
も
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
医
薬
、
医
師
の
存
在
が
よ
う
や
く
教
養
人
、
さ
ら
に
は
一
般
庶
民
に
も

知
悉
さ
れ
、
ま
た
、
養
生
・
健
康
の
あ
り
方
が
「
物
怪
」
「
陰
陽
道
」
的
な
も
の
か
ら
脱
却
し
、
世
に
広
め
ら
れ
て
い
く
時
代
的
、
過
渡
期
的

な
動
き
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
新
）

〈
仏
教
的
無
附
観
〉
中
世
の
後
期
に
な
る
と
文
学
作
品
に
無
常
観
が
現
れ
る
。
室
町
時
代
の
「
閑
吟
集
』
と
い
う
小
歌
集
に
は
、
こ
の
世

は
夢
、
幻
、
瞬
時
に
過
ぎ
去
る
も
の
と
の
人
生
観
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
思
想
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ぬ
。

「
世
間
は
ち
ろ
り
に
過
ぐ
る
ち
ろ
り
ち
ろ
り
」
（
四
九
）

世
の
中
は
ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
て
行
く
と
い
う
。
「
ち
ろ
り
ち
ろ
り
」
と
の
言
葉
の
内
に
、
そ
の
は
か
な
さ
が
感
じ
取
れ
て
く
る
。

「
何
と
も
な
や
な
う
何
と
も
な
や
な
う
浮
世
は
風
波
の
一
葉
よ
」
（
五
○
）
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５
、
近
世
文
学
（
’
六
○
三
～
’
六
八
七
）

江
戸
時
代
と
い
え
ば
、
か
な
り
身
近
な
存
在
感
を
覚
え
る
。
す
で
に
中
世
の
未
の
こ
ろ
よ
り
、
西
洋
医
学
が
南
蛮
医
学
と
し
て
キ
リ
ス
ト

教
の
伝
導
師
を
通
じ
て
入
っ
て
き
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
中
期
以
後
、
長
崎
か
ら
伝
わ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
が
い
わ
ゆ
る
藺
学
と
よ
ば
れ
て

普
及
し
、
そ
の
後
は
日
本
の
新
し
い
医
学
へ
の
黎
明
を
告
げ
る
よ
う
に
な
る
。

〈
呪
術
か
ら
の
離
脱
・
儒
教
精
神
〉
江
戸
初
期
の
頃
か
ら
、
庶
民
の
間
で
は
加
持
祈
祷
と
い
う
「
心
」
を
中
心
と
し
た
治
療
方
法
か
ら
、

医
師
の
存
在
が
強
く
意
識
さ
れ
出
す
。
し
か
し
、
逆
に
こ
う
し
た
医
師
の
存
在
は
、
文
学
に
登
場
し
た
限
り
で
は
あ
ま
り
よ
く
評
価
さ
れ
て

「
煙
む
人
は
見
ら
れ
見
ら
れ
ぬ
夢
の
夢
の
夢
の
世
を
現
が
ほ
し
て
」
（
五
四
）

何
も
か
も
夢
幻
で
あ
り
、
水
の
泡
、
笹
の
葉
に
置
く
露
、
だ
か
ら
ま
じ
め
く
さ
っ
た
人
な
ん
か
み
ら
れ
た
も
の
で
な
い
。
夢
の
夢
の
夢
の

よ
う
に
実
に
は
か
な
い
世
の
中
に
あ
っ
て
、
な
ん
で
ま
あ
謹
厳
実
直
、
と
り
す
ま
し
た
顔
を
し
て
る
ん
だ
ろ
う
と
。
こ
の
世
は
ま
さ
に
夢
で

あ
る
と
観
ず
る
思
想
。
こ
れ
が
中
世
文
芸
の
中
心
を
な
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。

「
何
せ
う
ぞ
煙
ん
で
一
期
は
夢
よ
た
だ
狂
へ
」
（
五
五
）

隆
達
の
小
歌
を
は
じ
め
類
歌
の
多
い
、
よ
く
知
ら
れ
た
代
表
的
と
も
い
え
る
中
世
思
想
を
象
徴
す
る
小
歌
で
も
あ
る
。
生
命
・
人
生
を
直

視
し
、
救
わ
れ
ざ
る
宗
教
・
呪
術
的
な
迷
妄
か
ら
少
々
虚
無
的
で
あ
る
が
背
離
し
て
ゆ
く
傾
向
を
読
み
と
る
事
が
出
来
る
。

の
短
か
さ
が
漂
う
。

「
何
と
も
な
や
な
う
何
と
も
な
や
な
う
人
生
七
十
古
来
稀
な
り
」
（
五
一
）

浮
世
は
荒
い
波
風
に
操
ま
れ
る
一
葉
の
船
の
よ
う
な
も
の
と
す
る
仏
教
的
無
常
観
が
流
れ
、
な
ん
と
も
致
し
方
の
な
い
空
し
さ
、
人
の
命

「
た
だ
何
事
も
か
ご
と
も
夢
幻
や
水
の
泡
笹
の
葉
に
置
く
露
の
間
に
あ
ぢ
き
な
の
世
や
」
（
五
三

「
夢
幻
や
南
無
三
宝
」
（
五
三
）



誌
し
か
し
、
儒
者
の
中
に
は
そ
の
学
問
的
思
想
を
実
践
す
る
も
の
と
し
て
医
学
を
取
り
込
む
人
材
が
輩
出
し
た
。
こ
の
間
の
詳
細
は
安
西
安

雑
弱
）

峰
周
の
「
日
本
儒
医
研
究
』
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

雑
し
か
し
、
い
つ
の
世
に
も
理
想
は
形
骸
化
す
る
傾
向
が
あ
り
、
儒
学
者
を
名
乗
る
者
の
中
に
は
、
表
向
き
は
学
問
に
専
念
し
て
い
る
が
、

（
㈹
）

日
生
計
の
た
め
に
医
師
の
仕
事
を
副
業
と
し
て
兼
ね
て
い
た
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
儒
学
修
得
を
門
に
掲
げ
、
実
は
医
の
利
益
に
つ
な
げ
よ

う
と
し
た
風
潮
も
一
方
で
は
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
は
伝
統
・
権
威
・
精
神
性
や
現
実
の
否
定
に
よ
っ
て
逆
に
第
三
者
的
な
醒
め
た
眼
で
物
を
見
る
ク
ー
ル
さ
、
客
観
的
、

科
学
的
な
存
在
価
値
を
認
め
る
時
代
的
要
請
が
生
じ
て
く
る
。
実
証
的
な
医
術
の
価
値
が
認
め
ら
れ
、
医
師
と
い
う
職
業
が
民
間
に
広
く
も

て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
と
も
い
え
る
。
医
師
の
存
在
は
大
き
く
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
そ
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し

つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
々
の
生
命
を
あ
ず
か
る
貴
重
な
任
務
を
負
っ
て
い
る
だ
け
に
庶
民
に
と
っ
て
は
や
や
煙
た
い
、
近

唱
な
学
問

華
方
に
も

５錘
あ
る
よ
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（
粥
）

い
な
い
。
「
仮
名
草
子
』
の
当
時
の
医
師
自
身
の
作
品
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
『
竹
斉
』
等
に
そ
れ
が
よ
く
描
か
れ
る
。
ま
た
、
儒
者
伊
東
仁
斎

は
『
儒
医
之
弁
』
の
中
で
「
医
師
自
身
が
医
術
そ
の
も
の
を
小
道
で
あ
り
と
し
て
、
世
間
か
ら
巫
げ
き
賤
工
の
類
と
同
一
視
さ
れ
る
こ
と
を

恥
と
考
え
、
ひ
そ
か
に
儒
学
を
勉
強
し
た
と
称
し
、
自
分
で
は
儒
者
で
あ
り
、
国
を
治
め
る
大
道
を
知
っ
て
い
る
者
だ
と
い
っ
て
わ
が
名
を

高
か
ら
し
め
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
医
師
と
し
て
の
名
を
あ
げ
、
結
果
的
に
は
医
の
利
を
負
ろ
う
と
す
る
輩
、
こ
う
し
た
儒
医
の
や
り
方
は
卑

随
で
あ
る
」
と
儒
者
を
上
位
に
置
き
、
医
の
業
を
下
に
置
い
て
い
る
。
同
時
に
儒
者
が
医
を
行
な
え
ば
大
道
た
る
儒
を
失
い
、
逆
に
医
が
儒

を
行
な
え
ば
、
小
道
た
る
医
も
失
う
。
小
人
た
る
医
師
は
分
相
応
の
医
だ
け
を
行
な
っ
て
こ
そ
意
義
が
あ
る
と
し
て
医
術
だ
け
を
修
め
る
べ

き
だ
と
い
っ
て
い
る
。
儒
者
が
医
を
行
な
う
こ
と
も
非
難
さ
れ
て
い
る
。
当
時
は
儒
学
す
な
わ
ち
人
倫
・
道
徳
を
説
き
且
つ
研
究
す
る
純
粋

な
学
問
が
真
の
価
値
を
有
す
る
も
の
で
、
医
術
は
そ
の
下
に
位
す
る
も
の
と
の
認
識
が
あ
っ
た
。
肉
体
以
前
に
精
神
が
優
先
す
る
と
の
考
え

方
に
も
通
じ
る
。
と
も
す
る
と
物
質
的
な
豊
か
さ
だ
け
を
追
及
す
る
現
代
の
風
潮
を
見
る
と
き
、
こ
の
儒
医
の
思
想
に
も
学
ぶ
べ
き
も
の
が

う
に
思
わ
れ
る
。
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？
］

寄
り
難
い
そ
れ
で
い
て
親
し
み
が
湧
い
て
く
る
存
在
で
も
あ
る
。
そ
の
力
を
椰
楡
し
、
医
師
の
価
値
を
あ
え
て
引
き
下
げ
よ
う
と
し
た
試
み

（
皿
）

〈
医
師
へ
の
評
価
〉
当
時
の
医
師
・
医
薬
を
ど
の
よ
う
に
庶
民
が
見
て
い
た
も
の
か
、
そ
の
一
端
を
川
柳
に
よ
っ
て
探
っ
て
み
た
い
。

（
イ
）
外
科
殿
の
豚
は
死
に
身
で
飼
は
れ
て
居

（
ロ
）
木
薬
屋
丁
稚
ぐ
ら
い
は
内
で
盛
り

（
ハ
）
薬
取
や
つ
ぴ
し
犬
に
手
を
も
ら
ひ

（
二
）
代
脈
が
来
た
で
今
坂
引
込
ま
せ

（
ホ
）
医
者
と
隣
っ
て
常
不
断
起
さ
れ
る

（
へ
）
医
者
結
句
う
ど
ん
で
引
か
ぶ
り

（
卜
）
瘡
毒
に
衣
を
着
せ
よ
長
居
中

（
チ
）
唐
本
は
籠
へ
乗
時
ば
か
り
入
れ

（
リ
）
仲
人
に
か
け
て
は
至
極
名
医
也

（
イ
）
は
当
時
す
で
に
動
物
を
用
い
て
の
実
験
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
、
（
卜
）
の
梅
毒
等
は
措
置
の
仕
様
が
な
く
、
長
屋
仲

間
あ
る
い
は
近
隣
同
士
で
患
者
の
世
話
を
し
、
挙
句
は
旅
に
出
し
て
、
そ
の
難
を
防
い
で
い
る
。
患
者
が
行
く
先
々
の
人
々
こ
そ
い
い
迷
惑

さ
え
見
ら
れ
た
。

（
ホ
）
は
医
師
の
隣
家
は
夜
中
で
も
ド
ン
ド
ン
と
戸
を
叩
き
、
医
師
を
迎
え
る
音
に
目
を
覚
ま
さ
れ
、
オ
チ
オ
チ
安
眠
も
で
き
な
い
と
嘆
く
。

（
ハ
）
の
句
な
ど
で
は
医
師
に
対
し
て
は
か
な
り
熾
烈
な
調
刺
、
戯
画
を
試
み
て
い
る
。
繁
盛
ぶ
り
を
示
す
た
め
に
薬
取
り
に
行
っ
て
も
待

た
せ
て
な
か
な
か
当
の
薬
を
呉
れ
な
い
。
（
チ
）
で
は
世
間
態
を
気
に
し
て
よ
く
読
め
も
し
な
い
（
あ
る
い
は
全
く
読
め
な
い
）
漢
字
で
書
か
れ

た
難
解
な
医
書
を
駕
籠
に
乗
る
時
だ
け
は
手
に
し
て
見
せ
る
。
（
リ
）
は
仲
人
は
う
ま
い
が
当
の
医
術
の
専
門
の
方
は
か
ら
き
し
駄
目
と
い
う
。

で
あ
っ
た
が
。
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要
約
し
た
内
容
で
あ
る
。

し
か
し
当
時
の
人
々
が
病
気
や
、
医
師
と
全
く
無
縁
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
む
し
ろ
そ
の
関
係
は
時
代
を
追
う
毎
に
多
か
っ
た
と
思
え

る
。
そ
れ
ゆ
え
の
医
師
を
テ
ー
マ
と
し
て
の
川
柳
、
調
刺
の
数
々
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
、
医
師
は
極
め
て
身
近
な
庶
民
生
活
を
共
に
し
た
職

（
蝿
）

種
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
事
実
こ
の
川
柳
関
係
で
調
べ
た
範
囲
だ
け
で
も
五
十
数
句
が
あ
る
。
現
代
の
医
師
に
な
る
た
め
の
国
家
試
験
な
ど

は
存
在
せ
ず
、
薬
の
あ
つ
か
い
に
習
熟
し
、
そ
の
知
識
が
あ
れ
ば
医
師
の
仕
事
に
入
っ
た
者
も
多
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
「
俄
医
者
三
丁
目

に
て
見
た
男
」
な
ど
と
い
っ
た
句
も
あ
る
。
そ
れ
で
い
て
身
分
の
上
下
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
部
分
も
あ
っ
て
（
二
）
の
よ
う
な
句
も
生
ず
る
。

川
柳
に
見
る
医
薬
に
対
し
て
の
庶
民
感
覚
と
い
え
る
。

医
師
は
そ
れ
相
当
の
収
入
が
あ
り
、
大
名
・
武
士
を
除
い
た
庶
民
社
会
で
は
僧
侶
と
共
に
敬
わ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の

二
者
は
よ
く
川
柳
に
登
場
さ
せ
ら
れ
る
。

（
州
）

『
近
世
崎
人
伝
」
と
い
う
害
が
あ
り
、
こ
こ
に
庶
民
の
例
か
ら
見
た
理
想
的
医
師
像
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
通
じ
て
医
薬
に
関
係
す
る

人
物
は
十
七
名
程
度
登
場
す
る
が
、
ま
と
め
て
み
る
と
、
先
ず
医
師
と
し
て
の
実
力
技
価
を
充
分
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
。
権
門
勢
家
に

出
入
り
せ
ず
、
金
銭
に
き
わ
め
て
淡
白
で
あ
っ
た
こ
と
。
貧
し
い
人
に
は
無
料
で
奉
仕
し
、
そ
う
し
た
人
々
に
も
あ
え
て
高
価
な
薬
の
使
用

を
惜
し
ま
な
い
。
人
間
的
に
は
と
て
も
魅
力
に
富
む
人
物
で
、
趣
味
も
豊
富
。
医
術
以
外
の
こ
と
で
は
失
敗
も
多
く
、
対
世
間
的
に
は
実
に

世
渡
り
の
下
手
な
愛
す
べ
き
好
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
自
己
主
張
が
少
な
く
自
然
を
愛
し
、
人
を
愛
す
る
。
果
敢
で
い
て
反
面
そ
の
弱
点
も

多
い
。
性
格
的
に
は
明
る
く
人
間
味
が
あ
り
、
努
力
家
で
も
あ
る
。
打
算
が
な
く
、
奇
異
・
奇
行
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
い
。
人
間
的
や
さ
し

さ
が
あ
り
、
庶
民
の
味
方
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
人
間
的
も
ろ
さ
、
隙
の
多
い
人
物
で
も
あ
る
。
以
上
が
十
七
名
の
医
療
関
係
者
・
医
師
の

すか
とぶ
o一つ

い
ざ
風
邪
で
も
引
く
と
、
自
分
の
薬
は
用
い
な
い
で
、
（
効
か
な
い
こ
と
が
常
日
頃
分
か
っ
て
い
る
ゆ
え
）
熱
い
う
ど
ん
を
食
べ
て
ふ
と
ん
を
引
っ

か
ぶ
っ
て
寝
る
と
（
へ
）
。
（
ロ
）
の
薬
局
商
売
の
場
合
、
丁
稚
が
病
気
に
な
っ
て
も
医
師
に
み
せ
る
こ
と
な
く
、
内
で
薬
を
調
合
し
て
す
ま



要
す
る
に
医
を
天
職
と
し
な
が
ら
も
、
ゆ
た
か
な
愛
と
人
情
に
生
き
た
逸
話
の
多
い
人
物
。
こ
れ
ら
を
丹
念
に
記
載
し
て
い
る
。

（
棚
）
（
媚
）
（
媚
）

同
じ
こ
と
は
『
近
世
崎
人
伝
』
と
は
異
な
る
が
平
田
篤
胤
や
貝
原
益
軒
の
養
生
法
、
白
隠
の
『
夜
船
閑
話
」
そ
の
他
に
も
い
え
る
。
大
儒
．

（
灯
）

佐
藤
一
斎
の
養
生
の
大
要
を
掲
げ
て
お
い
て
み
た
い
。

若
く
し
て
林
家
の
塾
長
に
抜
擢
さ
れ
た
佐
藤
一
斎
は
、
江
戸
の
人
で
、
安
永
元
年
（
一
七
七
三
江
戸
浜
町
の
美
濃
（
岐
阜
県
）
岩
村
藩
の

藩
邸
に
生
ま
れ
た
。
中
井
竹
山
に
朱
子
学
を
学
ん
だ
が
、
彼
の
沢
山
の
著
書
の
中
で
も
「
言
志
録
」
「
言
志
後
録
』
『
言
志
晩
録
』
「
言
志
臺
録
』

ｊ
か
ら
な
る
『
言
志
四
録
」
は
一
斉
四
十
二
歳
よ
り
随
時
書
か
れ
、
最
後
の
『
菫
録
」
は
八
十
歳
か
ら
二
年
弱
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

９９四
因
み
に
塁
三
の
字
は
「
菫
」
と
同
じ
く
「
老
い
る
」
の
意
味
で
あ
る
。
彼
の
こ
う
し
た
『
言
志
録
』
は
、
と
く
に
よ
く
知
ら
れ
、
こ
の
中

喝
に
修
養
、
身
心
の
養
生
に
関
す
る
内
容
も
ま
た
多
い
。
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
に
八
十
八
歳
で
没
し
た
。

鐸
彼
は
先
ず
「
人
は
須
ら
く
地
道
を
守
る
べ
し
。
地
道
は
敬
に
在
り
。
順
に
し
て
天
の
承
く
る
の
み
。
」
と
、
天
地
を
敬
い
、
そ
こ
に
順
応
す

５

（
媚
）

錘
る
こ
と
を
説
く
。
つ
づ
い
て
「
地
を
し
て
能
く
天
に
承
け
し
む
る
者
は
、
天
之
を
使
し
む
る
な
り
。
身
を
し
て
能
く
心
に
順
は
し
む
る
者
は
、

（
棚
）

誌
心
之
を
使
し
む
る
な
り
。
一
な
り
。
」
の
よ
う
に
身
体
は
天
地
そ
し
て
更
に
は
「
心
」
に
よ
っ
て
順
応
し
、
健
全
さ
を
保
ち
得
る
も
の
と
す
る
。

雑
師
）
訂
）

響
彼
は
養
生
を
身
体
に
限
ら
ず
、
と
く
に
精
神
の
安
定
、
悩
み
不
安
か
ら
の
脱
却
を
重
視
し
た
。
そ
し
て
、
早
寝
早
起
き
、
飲
食
物
、
と
き
に

（
魂
）

権
は
一
飲
一
食
も
薬
と
し
て
食
す
る
こ
と
が
大
切
と
し
て
目
一
〈
体
的
な
生
姜
・
な
つ
め
等
の
内
容
を
上
げ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
点
で
は
目
一
〈
体
的

（
粥
）
（
別
）
（
両
）

日
な
記
述
も
多
い
。
さ
ら
に
「
安
」
「
節
度
」
を
重
ん
じ
、
「
喜
ば
し
く
」
あ
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
面
で
は
、
精
神
的
な
も
の
を
「
養
生
」
の

第
一
と
し
た
。
十
分
に
現
代
に
通
じ
、
む
し
ろ
現
代
が
見
失
っ
て
い
る
も
の
、
学
ぶ
べ
き
内
容
も
加
味
さ
れ
て
い
る
。

江
戸
時
代
を
通
し
て
み
た
時
、
医
学
の
興
隆
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
読
み
書
き
の
修
得
、
文
学
作
品
が
庶
民
一
般
に
普
及

し
た
こ
と
と
深
く
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
儒
学
者
を
は
じ
め
、
多
少
学
問
や
文
学
に
接
し
得
る
機
会
・
境
遇
に
あ
る
者
は
、
そ
の
気

さ
え
あ
れ
ば
経
済
的
に
恵
ま
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
医
を
副
業
乃
至
は
専
業
と
し
た
。
民
間
療
法
、
漢
方
の
あ
り
方
も
彼
ら
を
通
じ
て

（
髄
）

羽
研
究
さ
れ
、
世
に
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
傾
向
も
考
え
ら
れ
る
。
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文
学
を
と
お
し
て
我
々
日
本
人
の
生
命
観
・
疾
病
観
を
辿
っ
て
み
る
と
、
現
代
に
生
き
る
我
々
の
中
に
、
多
重
構
造
を
為
し
て
、
様
々
な

形
で
過
去
の
思
想
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

仏
教
の
影
響
を
受
け
る
以
前
の
自
然
信
仰
は
「
霊
魂
の
不
滅
」
を
示
唆
し
て
お
り
、
「
こ
こ
ろ
」
の
在
り
方
が
健
康
を
維
持
し
、
神
意
に
沿

同
時
に
こ
の
時
代
は
長
崎
の
出
島
を
通
じ
、
わ
ず
か
な
範
囲
内
で
あ
る
が
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
と
の
交
易
が
あ
り
、
と
く
に
蘭
学
は
大
き
な

（
研
）

比
重
を
占
め
、
次
の
世
代
で
あ
る
明
治
の
西
洋
医
学
に
つ
な
が
る
要
因
を
持
ち
、
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
。
古
代
か
ら
奈
良
・
平
安
時
代

（
兜
）

に
か
け
て
は
、
宗
教
家
・
僧
が
医
を
兼
ね
て
い
た
面
も
多
か
っ
た
が
、
こ
の
時
代
も
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
に
よ
る
伝
導
活
動
に
付
随
す
る
医

（
調
）

療
関
係
の
例
も
多
い
。
信
仰
に
よ
る
治
療
、
治
癒
に
よ
る
例
や
日
本
の
僧
侶
、
神
官
に
よ
る
治
病
の
部
分
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
時
代
の

（
帥
）

庶
民
感
覚
を
特
色
づ
け
る
川
柳
等
に
よ
っ
て
も
お
よ
そ
の
推
察
が
つ
く
。
し
か
し
、
精
神
的
、
信
仰
に
よ
っ
て
病
を
癒
す
と
い
っ
た
考
え
方

は
薄
れ
、
医
師
に
よ
る
治
療
、
治
癒
の
施
術
が
大
き
な
信
頼
を
勝
ち
得
る
時
代
へ
と
入
っ
て
い
た
。
そ
の
意
味
で
は
現
代
へ
つ
な
が
る
目
覚

め
た
見
方
が
庶
民
の
心
を
支
配
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

江
戸
時
代
の
人
々
は
時
代
的
に
も
き
わ
め
て
現
実
的
で
あ
り
、
鎖
国
政
策
で
儒
教
道
徳
を
中
心
の
封
建
社
会
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

和
歌
を
除
き
文
学
で
は
そ
れ
相
応
の
江
戸
文
化
の
華
を
開
く
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
医
学
へ
の
関
心
の
点
に
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
民
間
医
療
、
伝
統
的
医
学
の
研
究
、
そ
し
て
こ
う
し
た
も
の
を
通
じ
て
の
養
生
の
法
な
ど
は
、
貝
原
益
軒
、
佐
藤
一
斎
、
白
隠
、
平

田
篤
胤
等
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
触
れ
た
点
で
あ
る
。
病
気
に
な
る
前
の
予
防
法
、
す
な
わ
ち
飲
食
そ
の
他
、
日
常
生

（
田
）

活
で
の
起
居
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
考
慮
し
て
の
健
体
・
保
養
の
論
を
述
べ
、
と
く
に
宗
教
的
・
迷
信
的
な
も
の
か
ら
脱
却
し
た
か
た
ち
で
の

精
神
力
・
心
の
持
ち
よ
う
の
大
切
さ
を
説
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
健
康
体
を
保
つ
工
夫
や
養
生
の
説
は
今
日
で
も
学
ぶ
べ
き

部
分
が
あ
る
と
考
え
る
。

結
論
と
総
括



う
こ
と
が
寿
命
を
全
う
す
る
と
捕
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
新
年
に
ご
来
光
を
拝
み
、
一
年
の
無
事
を
祈
念
す
る
の
は
、
こ
の
思
想
が
今
日
に
息

づ
く
一
例
で
あ
る
。
ま
た
、
「
こ
と
ば
」
の
持
つ
霊
的
な
力
を
信
じ
る
こ
と
も
、
今
日
全
く
廃
れ
て
は
い
な
い
。
新
た
に
誕
生
し
た
子
供
に
親

は
精
魂
込
め
て
命
名
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
一
の
構
造
で
あ
る
。

（
舵
）

新
村
拓
は
こ
の
時
代
の
病
因
論
を
”
①
神
へ
の
反
抗
・
離
反
、
②
呪
咀
、
③
禁
忌
に
侵
犯
、
④
為
政
者
の
不
徳
、
陰
陽
の
不
順
、
⑤
事
故
、

⑥
邪
神
・
悪
霊
、
そ
し
て
⑦
荒
振
神
と
分
類
し
て
い
る
が
、
筆
者
と
基
本
的
に
同
一
の
見
解
で
あ
る
。
①
③
⑥
⑦
は
神
そ
の
も
の
で
あ
り
、

（
舵
）

ｊ
②
は
「
こ
と
ば
」
の
霊
力
、
④
も
神
意
に
沿
わ
ぬ
結
果
で
あ
る
。
⑤
の
事
故
な
ど
は
偶
発
的
な
要
素
が
大
き
い
が
、
新
村
に
よ
れ
ば
、
古
代

９９四
の
人
々
は
、
そ
れ
と
て
も
神
の
意
に
沿
わ
な
か
っ
た
自
分
に
も
た
ら
さ
れ
た
不
幸
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。

鍔
仏
教
や
修
験
道
、
あ
る
い
は
陰
陽
道
が
伝
来
し
た
後
に
盛
ん
と
な
っ
た
「
物
の
怪
」
「
崇
り
」
あ
る
い
は
「
呪
咀
」
の
存
在
を
信
じ
る
心
も

毒
我
々
の
日
常
に
息
づ
い
て
い
る
。
結
婚
式
や
吉
事
は
大
安
の
日
を
選
び
、
葬
式
は
友
引
の
日
に
は
行
な
わ
な
い
。
入
院
患
者
が
大
安
の
日
を

５認
選
ん
で
退
院
し
た
い
と
申
し
出
る
事
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
仏
閣
の
大
香
炉
の
煙
を
熱
心
に
体
に
浴
び
る
善
男
善
女
の
姿
を
我
々
は
日
常

誌
的
に
見
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
「
物
の
怪
」
や
「
崇
り
」
の
存
在
を
信
じ
る
心
が
第
二
の
構
造
を
形
成
し
て
い
る
。

雑鐸
浄
土
宗
、
浄
土
宣
く
宗
、
日
連
宗
な
ど
の
鎌
倉
信
仰
仏
教
は
宗
教
を
庶
民
の
も
の
と
し
た
が
、
そ
の
基
本
に
は
加
持
祈
祷
な
ど
に
よ
る
悪
霊

極
の
排
除
を
否
定
し
、
現
世
利
益
は
信
仰
の
後
に
付
い
て
く
る
副
次
的
な
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
ま
た
広
く
流
布
し
た
阿
弥
陀
信
仰
に
は
現
世

日
に
対
す
る
「
諦
観
」
が
あ
り
、
ま
た
来
世
へ
の
憧
れ
が
あ
る
。
こ
の
思
潮
は
江
戸
文
化
へ
と
受
け
継
が
れ
て
行
っ
た
。
こ
の
諦
観
は
我
国
の

高
度
成
長
期
に
は
薄
ら
い
で
い
た
か
に
思
え
る
が
、
近
年
、
再
び
勃
興
の
気
配
が
あ
る
。
オ
ウ
ム
真
理
教
な
ど
へ
多
数
の
若
者
が
引
き
込
ま

れ
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な
諦
観
も
一
つ
の
力
と
し
て
作
用
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
第
三
の
構
造
で
あ
る
。

江
戸
期
の
政
治
体
制
の
維
持
に
利
用
さ
れ
た
儒
教
思
想
も
大
き
な
底
流
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
思
想
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
焉
ま
で
、

（
錦
）

我
々
日
本
人
の
教
育
理
念
の
根
幹
を
形
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
影
響
は
多
大
で
あ
る
。
数
年
前
『
清
貧
の
思
想
」
と
い
う
書
物

弱
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
儒
教
思
想
と
仏
教
的
諦
観
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
れ
が
第
四
の
構
造
で
あ
る
。
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そ
し
て
第
五
の
構
造
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
、
本
論
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
科
学
万
能
主
義
と
も
呼
べ
る
合
理
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
は
江

戸
期
の
蘭
学
の
勃
興
を
そ
の
端
緒
と
す
る
が
、
明
治
期
の
文
明
開
化
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
主
流
と
な
っ
た
思
潮
で
あ
る
。

金
融
ビ
ッ
ク
バ
ン
を
契
機
と
し
て
、
今
、
我
国
の
み
な
ら
ず
世
界
が
大
き
な
価
値
観
の
変
更
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
既
存
の
体
制
や
価
値
観

に
の
み
捕
ら
わ
れ
て
い
た
の
で
は
来
世
紀
の
医
学
・
医
療
の
新
た
な
展
開
は
計
れ
な
い
。
こ
の
時
に
あ
っ
て
、
我
々
の
中
に
あ
る
生
命
観
・

疾
病
観
を
見
直
し
て
み
る
こ
と
は
今
後
の
方
向
を
探
る
上
で
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
善
悪
は
今
問
わ
な
い
が
、
本
論
文
に
よ

っ
て
為
さ
れ
た
我
々
日
本
人
の
心
の
多
重
構
造
を
全
く
荒
唐
無
稽
な
も
の
と
し
て
捨
て
去
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
現
実
を
踏
ま
え
た
と
こ
ろ

に
新
た
な
医
療
の
展
開
が
為
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

文
献

（
１
）
山
下
委
希
子
、
大
星
光
史
“
「
句
歌
の
会
」
活
性
化
の
試
み
ｌ
俳
句
を
つ
く
る
過
程
の
段
階
的
教
示
の
効
果
ｌ
精
神
科
治
療
学
、
一
九
九
八

（
２
）
野
原
茂
、
湯
浅
悟
、
湯
浅
ゆ
き
子
、
松
井
三
枝
、
葛
野
洋
一
、
麻
生
光
男
、
岡
部
彰
人
、
上
原
隆
、
倉
知
正
佳
、
大
星
光
史
”
俳
句
か
ら

み
た
患
者
心
理
の
継
時
的
変
化
ｌ
進
行
性
核
上
性
麻
痒
思
者
の
１
例
’
第
一
二
八
回
北
陸
精
神
神
経
学
会
、
一
九
九
四
、
五
、
金
沢

（
３
）
小
川
鼎
一
言
医
学
の
歴
史
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
六
四

（
４
）
富
士
川
瀞
望
邑
士
川
瀞
著
作
集
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
○

（
５
）
日
本
古
典
文
学
大
系
”
日
本
書
紀
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
、
一
二
九
頁

（
６
）
宇
野
哲
人
卵
中
国
思
想
、
講
談
社
（
学
術
文
庫
）
、
東
京
、
一
九
七
○
、
二
九
～
三
○
頁

（
７
）
富
士
川
瀞
望
邑
士
川
瀞
著
作
集
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
○
、
六
九
頁

（
８
）
日
本
古
典
文
学
大
系
“
日
本
書
紀
（
上
）
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
九
二
～
九
五
頁
、
九
八
～
一
○
一
頁

（
９
）
同
右
（
下
）
の
三
四
八
～
三
四
九
頁

（
、
）
日
本
古
典
文
学
全
集
“
古
事
記
、
小
学
館
全
、
東
京
、
八
一
～
八
四
頁

（
叩
）
日
本
古
典
文
学
大
系
”
日
本
書
紀
（
上
）
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
二
四
二
～
二
四
三
頁
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乙』

（
、
）
同
右
”
（
上
）
、
三
五
○
～
三
五
一
頁

（
皿
）
日
本
古
典
文
学
大
系
”
風
土
記
、
岩
波
書
店
、
東
京
二
九
七
六
、
四
六
六
～
四
六
九
頁

（
ｕ
）
小
曽
戸
丈
夫
、
浜
田
善
利
“
意
訳
黄
帝
内
経
素
問
、
築
地
害
館
、
一
九
七
一
、
六
二
頁

（
吃
）
日
本
古
典
文
学
大
系
”
風
土
記
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
四
九
三
～
四
九
五
頁

（
昭
）
同
右
恥
四
九
五
～
四
九
六
頁

（
Ｍ
）
日
本
古
典
文
学
全
集
（
全
五
一
巻
）
伽
小
学
館
全
、
東
京
、
一
九
八
八

（
喝
）
（
照
）
（
〃
）
日
本
古
典
文
学
大
系
（
全
百
巻
並
び
に
索
引
頁
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
肥
）
ｕ
本
古
典
文
学
全
集
”
古
事
記
、
小
学
館
全
、
東
京
、
一
九
八
八
、
九
二
～
九
五
頁

（
⑬
）
日
本
古
典
文
学
大
系
”
万
葉
集
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
『
万
葉
集
」
の
歌
の
通
し
番
号

（
鋤
）
日
本
古
典
文
学
全
集
”
古
事
記
、
小
学
館
全
、
東
京
、
六
四
～
六
八
頁

（
皿
）
日
本
古
典
文
学
大
系
“
日
本
害
紀
（
上
）
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
九
二
～
九
三
頁

（
魂
）
源
順
恥
和
名
類
聚
抄
（
辞
書
）
、
承
平
年
間
（
九
三
一
～
九
三
八
）
成
立

（
羽
）
（
別
）
日
本
古
典
文
学
大
系
”
風
土
記
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
二
六
三
～
二
六
四
頁

（
お
）
丹
波
康
頼
噸
医
心
方
、
三
十
巻
三
十
冊
、
永
観
二
年
（
九
八
四
）

（
恥
）
『
医
心
方
」
巻
二
十
六
「
去
三
尺
方
第
八
」
（
『
河
図
紀
命
符
」
か
ら
の
抄
録
）

（
”
）
日
本
古
典
文
学
大
系
“
今
昔
物
語
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
一
五
二
頁

（
羽
）
日
本
古
典
文
学
大
系
恥
源
氏
物
語
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
羽
）
同
右
芋
癸
の
巻
、
三
一
七
～
三
三
九
頁

（
洲
）
同
右
』
若
葉
の
巻
（
上
）
（
下
）
、
二
二
～
四
一
八
頁

（
瓠
）
同
右
鋸
鈴
虫
の
巻
、
八
九
頁

（
兜
）
日
本
古
典
文
学
大
系
“
紫
式
部
日
記
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六
、
四
四
三
～
五
○
九
頁

（
詔
）
日
本
古
典
文
学
大
系
酔
方
丈
記
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

一
四
七
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（
弱
）
同
右

（
別
）
同
右

（
弱
）
同
右

（
別
）
同
右

（
帥
）
同
右
恥
（
上

（
柵
）
同
右

（
別
）
日
本
古
典
文
学
大
系
蝿
徒
然
草
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
調
）
大
星
光
史
叩
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
、
雄
津
社
、
東
京
、
一
九
九
七
、
二
三
七
～
二
四
三
頁
、
二
五
一
～
二
五
二
頁

（
蹄
）
日
本
古
典
文
学
大
系
皿
今
昔
物
語
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
師
）
日
本
古
典
文
学
大
系
叩
閑
吟
集
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
鵠
）
日
本
古
典
文
学
大
系
恥
仮
名
草
子
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
調
）
安
西
安
周
”
川
本
儒
医
研
究
（
復
刻
版
）
、
青
史
社
、
東
京
、
一
九
八
一

（
棚
）
日
本
古
文
学
大
辞
曲
令
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
、
岩
波
書
店
、
第
六
巻
、
一
二
～
一
五
頁
、
第
五
巻
、
二
○
七
頁

（
虹
）
日
本
古
典
文
学
大
系
“
川
柳
集
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
七
六

（
蛇
）
日
本
古
典
文
学
全
集
叩
誹
風
柳
多
留
及
び
誹
風
柳
多
留
拾
遺
、
小
学
館
、
東
京
、
一
九
八
八

（
蝿
）
東
洋
文
庫
”
近
世
崎
人
伝
・
続
崎
人
伝
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
七
六

（
“
）
大
星
光
史
”
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
、
雄
潭
社
、
東
京
、
一
九
九
七
、
二
九
一
～
二
九
三
頁

（
妬
）
同
右
二
一
七
三
～
二
七
六
頁

（
妬
）
荒
井
荒
雄
“
夜
船
閑
話
、
大
蔵
出
版
、
一
九
六
六
、
四
二
～
四
四
頁

（
岬
）
佐
藤
一
斎
（
久
須
本
文
雄
全
訳
校
注
）
苦
言
志
四
録
（
上
）
（
下
）
、
講
談
社
、
東
京
、
一
九
七
○

（
蛆
）
同
右
”
（
上
）
、
四
九
頁

（
躯
）
同
右

へへへへへ

下下下下下
一一…

、、、、、

（
上
）
、
七
一
頁

二
二
二
頁

二
二
八
頁

二
二
三
頁
、
二
二
五
頁

四
六
四
頁

二
二
四
頁

四
六
八
頁
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ヘ
ハ
ｈ
Ｕ
一

一
５
、

『
［
ノ
ー
一

一
５
、

（
兜
）

（
弱
）

、
、
Ｉ
〃
〆

（
α
）

（
田
）

（
他
）

（
侭
）

大
星
光
史
”
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
、
雄
津
社
、
東
京
、
一
九
九
七
、
四
四
三
～
四
七
二
頁

同
右
二
二
七
二
～
三
九
一
頁

同
右
エ
ハ
○
～
六
二
頁
、
一
○
五
～
一
○
八
頁

同
右
二
二
七
二
～
三
七
七
頁

東
洋
文
庫
坤
耳
袋
、
平
凡
社
、
東
京
、
一
九
七
六

大
星
光
史
“
文
学
に
見
る
日
本
の
医
薬
史
、
雄
潭
社
、
東
京
、
一
九
九
七
、
二
七
三
～
二
九
三
頁

新
村
拓
卵
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
、
法
政
大
学
出
版
局
、
東
京
、
一
九
八
五

中
野
孝
次
“
清
貧
の
思
想
、
草
思
社
、
東
京
、
一
九
九
二

（
富
山
医
科
薬
科
大
学
）
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AHistoricalReviewontheRecognitionofWell-beingand

DiseasesinJapaneseLiterature:ItsMultiplexConstruction

bvMitsubumiOHOSHI

（
霊
雪
）
叩
［
恕
抑
等
鰕
槌
澤
朴
母
幽
畏
、

Inl997theJapanesegovernmentenactedalawconcemingorgantransplantationofferedbybrain-dead

patients.However,therewerenocasesoftransplantationcarriedoutaccordingtothislawduringthis

oneyear.Thismightbepartlyexplainedbythepsychologicalbackgroundoftherecognitionofwell-

being,diseaseordeathamongJapaneasecitizens.Thisinvestigatiollwasperformedinanattemptto

revealthepsychologicalbackgroundofmatteramongJapanesecitizensasshowninJapaneseliterature

fromancienttomoderntimes.Theresultshowedthatamultiplexconstructionexistsintherecognition

ofwell-being,diseaseordeathwhichispartlyinheritedbymodemJapanesecitizens.(1)Pre-Buddhist

era:peoplebelievedthatsoulandspiritwereimmortal,andalsobelievedinthemiraculouspowerof

language.(2)Old-Buddhistera:peoplebelievedinthepowerofanevilspiritorimprecation,and

incantationandprayerswereverycommonprocedurestoavoidsuchillomens.(3)New-Buddhistera:

peoplefeltthemselvesdrawntowardyeamingfortheworldofBuddha,andbelievedinthefuture

existence.(4)ConfucianismandBuddhismera:peopleworshipedGodandBuddha,andacceptedany

troubleasmisfortune.(5)Modernscienceera:peoplerecognizethevalueofrationality.


